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四
．
領
邦
支
配
の
諸
手
段

（
一
）
宮
廷

　

西
洋
中
世
の
君
主
統
治
に
と
っ
て
、
宮
廷
は
中
心
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
。
宮
廷
は
元
来
、
君
主
の
家
政
の
拡
大
形
態
で
あ
る
が
、
君

主
本
人
の
統
治
行
為
、そ
の
延
長
と
な
る
各
種
の
統
治
機
能
、そ
う
し
た
活
動
を
支
え
る
人
員
は
、宮
廷
を
焦
点
と
し
て
集
約
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
宮
廷
の
決
定
的
重
要
性
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
来
の
ド
イ
ツ
中
世
史
学
界
に
お
い
て
広
く
認
識
さ
れ
、
そ
れ
を
反
映
し
て
近
年

ま
で
き
わ
め
て
活
発
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い（

１
）る

。
そ
れ
を
承
け
て
、
我
が
国
で
も
具
体
的
な
研
究
が
始
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ（

２
）る

。

　

中
世
の
宮
廷
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、（
特
に
大
規
模
な
集
会
が
開
か
れ
る
際
の
）宮
廷
に
集
ま
る
人
々
の
範
囲
と
参
集
の
背
景
、

特
定
の
宮
廷
メ
ン
バ
ー
の
思
想
や
行
動
、
宮
廷
を
舞
台
と
す
る
儀
礼
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
む
し
ろ
非
制
度
的
な
い
く
つ
か
の
切

り
口
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
宮
廷
内
の
役
職
や
組
織
が
制
度
と
し
て
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
で
き
な
い
と
い
う
、
中
世
宮
廷
の

特
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
も
そ
の
点
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
し
か
し
ま
ず
は
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
帯
び
て
比

較
的
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
宮
廷
と
関
係
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
間
た
ち
を
、
先
行
研
究
に
よ
り
な
が
ら
把
握
し
て
い
く
こ
と
を
主
眼
と
し
た

い
。
そ
こ
に
は
や
は
り
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
狭
義
の
領
邦
支
配
の
性
格
と
、
そ
れ
を
越
え
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
広
が
り
が
、
反
映
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
次
第
に
分
化
し
て
い
く
宮
廷
各
部
門
の
展
開
に
も
、
触
れ
る
こ
と
と
す
る
が
、
部
門
や
役
職
の
具

お
わ
り
に
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体
的
な
活
動
状
況
に
は
余
り
立
ち
入
ら
ず
、
概
観
に
と
ど
め
る
。

　

一
三
世
紀
の
間
、
宮
中
伯
の
側
近
は
、
多
く
バ
イ
エ
ル
ン
出
身
の
貴
族
で
固
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
後
述
の
よ
う
に
プ
フ
ァ
ル
ツ

に
お
け
る
支
配
を
担
当
す
る
役
職
者
が
散
発
的
に
現
れ
て
お
り
、
一
四
世
紀
、
と
り
わ
け
一
三
二
九
年
の
パ
ヴ
ィ
ア
協
定
以
降
は
、
主
に
ラ

イ
ン
地
方
か
ら
集
ま
っ
た
人
員
に
よ
り
、
宮
廷
が
構
成
さ
れ（

３
）た

。
以
下
、
分
野
ご
と
に
分
け
て
、
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

⒜　

宮
廷
役（

４
）職

　

ま
ず
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
に
お
け
る
宮
廷
役
職H

ofäm
ter

の
登
場
・
展
開
と
そ
の
保
持
者
の
変
遷
に
つ
い
て
、
研
究
文
献
に
よ
り
つ
つ

概
要
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

国
王
宮
廷
や
他
の
諸
侯
宮
廷
同
様
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
宮
廷
で
も
、
宮
廷
に
お
け
る
日
常
的
職
務
活
動
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
た
宮
廷
名
誉

職
が
存
在
し（

５
）た

。
こ
れ
ら
の
職
は
、
当
初
宮
廷
に
お
け
る
実
際
の
勤
務
と
結
び
つ
い
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
後
そ
う
し
た
結
合
を
失
っ
て
名

誉
職
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
も
と
で
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
宮
廷
役
職
と
し
て
は
、
一
二
二
〇
年
代
か
ら
ト
ル
ッ

フ
ゼ
スT

ruchsess

と
シ
ェ
ン
クSchenk

が
知
ら
れ
、
前
者
は
ア
ル
ツ
ァ
イA

lzey

家
、
後
者
は
エ
ア
バ
ッ
ハErbach

家
と
い
う
い
ず

れ
も
家
人
身
分
の
家
系
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い（

６
）た

。
一
二
三
〇
年
代
以
降
、
マ
ル
シ
ャ
ルM

arschall

職
も
史
料
に
現
れ（

７
）る

。
し
か
し
、

既
に
一
三
世
紀
後
半
に
は
、
ト
ル
ッ
フ
ゼ
ス
職
と
シ
ェ
ン
ク
職
は
名
誉
職
化
し
、
宮
廷
で
の
活
動
と
関
係
な
く
、
前
述
の
両
家
系
に
よ
っ
て

世
襲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
マ
ル
シ
ャ
ル
職
は
史
料
か
ら
消
え（

８
）る

。
ア
ル
ツ
ァ
イ
家
は
、
宮
中
伯
、
そ
の
支
配
下
の
ア
ル
ツ
ァ
イ
の

ブ
ル
ク
マ
ン
た
ち
お
よ
び
市
民
た
ち
と
紛
争
を
起
こ
す
な
ど
、
既
に
半
ば
自
立
的
な
動
き
を
示
し（

９
）た

。
エ
ア
バ
ッ
ハ
家
も
、
一
四
世
紀
初

め
に
宮
中
伯
と
の
間
で
激
し
い
フ
ェ
ー
デ
を
繰
り
広
げ
、
結
果
と
し
て
オ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
トO

denw
ald

に
独
自
の
支
配
圏
を
形
成
し
て

い
っ

（
（1
（

た
。
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一
四
世
紀
半
ば
以
降
、
ト
ル
ッ
フ
ゼ
ス
の
タ
イ
ト
ル
は
ア
ル
ツ
ァ
イ
家
に
よ
り
、
更
に
一
三
六
〇
年
の
そ
の
断
絶
後
は
女
系
で
つ
な
が

る
シ
ャ
ル
フ
ェ
ネ
ッ
クScharfeneck

家
に
よ
り
保
持
さ
れ

（
（1
（

た
。
シ
ャ
ル
フ
ェ
ネ
ッ
ク
家
は
、
以
前
か
ら
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
修
道
院
の

マ
ル
シ
ャ
ル
の
タ
イ
ト
ル
を
持
っ
て
い
た
が
、
一
三
六
〇
年
以
降
こ
の
家
門
は
、
西
南
ド
イ
ツ
の
二
つ
の
諸
侯
の
宮
廷
名
誉
職
タ
イ
ト
ル

を
保
持
す
る
こ
と
に
な
っ

（
（1
（

た
。
一
方
シ
ェ
ン
ク
の
タ
イ
ト
ル
は
引
き
続
き
エ
ア
バ
ッ
ハ
家
に
よ
っ
て
名
乗
ら
れ
て
い
る

（
（1
（

が
、
マ
ル
シ
ャ
ル

職
も
一
三
五
一
年
以
来
再
登
場
し
、
ヴ
ィ
ル
ト
グ
ラ
ー
フW

ildgraf

の
家
系
の
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

（
（1
（

た
。
一
四
世
紀
末
以
降
、
ト
ル
ッ

フ
ゼ
ス
の
タ
イ
ト
ル
は
、
シ
ャ
ル
フ
ェ
ネ
ッ
ク
家
が
断
絶
し
た
後
、
一
四
一
三
年
に
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ンJohann von 

H
irschhorn

に
授
与
さ
れ
、
以
後
こ
の
家
系
が
一
七
世
紀
ま
で
タ
イ
ト
ル
を
保
持
し
た
。
一
五
世
紀
の
間
、
宮
中
伯
と
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン

家
と
の
関
係
は
密
接
で
あ
っ

（
（1
（

た
。
引
き
続
き
シ
ェ
ン
ク
の
タ
イ
ト
ル
を
保
持
し
た
エ
ア
バ
ッ
ハ
家
と
宮
中
伯
と
の
関
係
も
、
一
五
世
紀
を
通

じ
て
緊
密
な
も
の
で
あ
り
、
家
門
の
メ
ン
バ
ー
は
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
も
と
で
、
多
く
の
重
要
な
戦
争
に
参
加
し
て
い

（
（1
（

る
。
一
五

世
紀
初
め
に
、
ヴ
ィ
ル
ト
グ
ラ
ー
フ
の
所
領
は
婚
姻
関
係
を
通
じ
て
ラ
イ
ン
グ
ラ
ー
フRheingraf

に
よ
り
継
承
さ
れ
、
以
後
こ
の
ヴ
ィ
ル

ト
・
ラ
イ
ン
グ
ラ
ー
フ
の
家
系
が
近
世
ま
で
マ
ル
シ
ャ
ル
の
タ
イ
ト
ル
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

（
（1
（

た
。
こ
の
家
系
も
、
み
ず
か
ら
中
ラ

イ
ン
地
方
に
お
け
る
小
規
模
な
領
邦
支
配
者
で
あ
る
一
方
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
仕
え
て
、
と
り
わ
け
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
軍
事
行

動
に
は
、
や
は
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
宮
廷
名
誉
職
に
お
い
て
は
、
ケ
メ
ラ
ーK

äm
m
erer

職
が
欠
け
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
多
く
の
諸
侯
宮
廷
で
見
ら
れ
る

四
つ
の
宮
廷
役
職
（
ト
ル
ッ
フ
ゼ
ス
、
シ
ェ
ン
ク
、
ケ
メ
ラ
ー
、
マ
ル
シ
ャ
ル
）
と
い
う
タ
イ
プ
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
役
職
保
持
者
に
注

目
す
れ
ば
、
こ
こ
で
概
観
し
た
宮
廷
名
誉
職
の
歴
史
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
い
わ
ば
衛
星
的
関
係
に
あ
る
中
小
規
模
の
世
俗
支
配
の
一
部
を
照

ら
し
出
す
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
役
職
を
世
襲
的
に
保
有
し
た
家
門
は
、
次
に
述
べ
る
「
本
来
の
」
宮
廷
役
職
に
就
任
し
た

家
系
と
比
べ
れ
ば
よ
り
大
き
な
支
配
基
盤
を
有
し
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
対
し
て
も
そ
の
限
り
で
あ
る
程
度
の
自
立
性
を
持
つ
が
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
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と
の
関
係
は
密
で
あ
り
、
強
力
な
宮
中
伯
と
は
政
治
的
行
動
を
共
に
し
、
宮
中
伯
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
よ

う
な
中
小
貴
族
支
配
を
含
ん
で
構
築
さ
れ
て
い
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
つ
い
て
は
、
後
に
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
よ
り
詳
し
く
描

写
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

さ
て
宮
廷
の
日
常
的
業
務
に
お
け
る
最
高
役
職
で
あ
っ
た
宮
廷
長H
ofm

eister

職
（
（1
（

は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
は
、
エ
ア
リ
ッ

ヒ
ハ
イ
ムErligheim
、
ク
ネ
ー
ベ
ル K

nebel

、
ラ
ン
ト
シ
ャ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ッ
ハ Landschad von Steinach

、
リ
ン

デ
ン
フ
ェ
ル
スLindenfels
と
い
っ
た
家
系
出
身
の
下
級
貴
族
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

（
（1
（

た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
の
も
と
で
も
、
ハ
ン
ス
（
五

世
）・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン
が
こ
の
職
に
あ
っ

（
（2
（

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
国
王
と
な
っ
た
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
は
、
一
四
世
紀
後
半

の
ド
イ
ツ
王
権
の
伝
統
に
従
い
、
ま
た
領
邦
政
治
上
の
関
係
に
も
配
慮
し
て
、
一
四
〇
〇
年
に
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ンLeiningen

伯
エ
ミ
ッ
ヒ

Em
ich

（
六
世
）
を
宮
廷
長
に
任
命
し

（
（2
（

た
。
し
か
し
領
邦
政
治
上
の
配
置
の
変
化
、
す
な
わ
ち
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
他
の
選
挙
侯
、
と
り
わ
け
マ

イ
ン
ツ
大
司
教
と
の
対
立
と
と
も
に
、エ
ミ
ッ
ヒ
は
一
四
〇
四
年
に
解
任
さ
れ
る
。後
任
は
、シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
クSchw

arzburg

伯
ギ
ュ

ン
タ
ーGünther

（
二
八
世
）
で
、
こ
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
グ
ラ
ー
フ
の
任
命
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
伝
統
と
は
関
係
が
な
く
、
も
っ
ぱ
ら

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
国
王
と
し
て
の
性
格
か
ら
説
明
さ
れ
う
る
も
の
で
あ

（
（2
（

る
。
彼
の
後
に
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
か
ら
フ
ラ
ン
ケ
ン
に
か
け
て

主
な
根
拠
地
を
持
つ
エ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ンO

ettingen

伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
五
世
）
が
、
一
四
〇
六
年
に
宮
廷
長
に
任
じ
ら
れ

（
（2
（

た
。

　

な
お
、
以
上
の
宮
廷
長
と
は
別
に
、
よ
り
ラ
ン
ク
の
低
い
家
宮
廷
長H

aushofm
eister

が
一
四
世
紀
後
半
以
来
確
認
さ
れ
る

（
（2
（

が
、

国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
帯
び
て
現
れ
る
の
は
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ヴ
ァ
ン
ゲ
ンA

lbrecht 

von Berw
angen

、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ウ
ベ
ンH

einrich von H
auben

、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン

Eberhard von Sickingen

、
ジ
ー
モ
ン
・
フ
ォ
ン
・
タ
ー
ル
ハ
イ
ムSim

on von T
halheim

と
い
っ
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
関
係
の
深
い
ラ

イ
ン
地
方
の
下
級
貴
族
た
ち
で
あ
っ

（
（2
（

た
。
宮
廷
長
職
が
王
権
の
伝
統
に
沿
っ
て
占
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
家
宮
廷
長
職
で
は
、
ル
ー
プ
レ
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ヒ
ト
の
国
王
登
位
以
前
か
ら
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
伝
統
が
継
続
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
、
他
に
、
シ
ェ
ン
クSchenk

お
よ
び
マ
ル
シ
ャ
ルM

arschall

（
上
述
の
名
誉
職
化
し
た
世
襲
シ
ェ
ン

クErbschenk
、
世
襲
マ
ル
シ
ャ
ルErbm

arschall

と
は
別
）、
財
庫
長 K

am
m
erm

eister

、
調
理
所
長K

üchenm
eister

の
職
が
確

認
さ
れ

（
（2
（

る
。
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
、
マ
ル
シ
ャ
ル
職
を
占
め
た
の
は
、
デ
ィ
ー
タ
ー
（
四
世
）・
フ
ォ
ン
・
ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
ス
ハ

イ
ムD

iether IV
. von H

andschuhsheim

、
タ
ム
・
ク
ネ
ー
ベ
ル
・
フ
ォ
ン
・
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ン
（
小
）T

ham
 K

nebel 

von K
atzenelnbogen der Jüngere

、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
メ
ン
ツ
ィ
ン
ゲ
ンEberhard von M

enzingen

で
あ
っ
た
が
、

と
り
わ
け
前
二
者
は
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
政
治
的
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

（
（2
（

た
。
こ
の
役
職
へ
の
任
命
も
、
完
全
に

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
伝
統
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
財
庫
長
の
タ
イ
ト
ル
を
帯
び
た
の
は
、
ル
ー

ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ァ
イ
ス
カ
ムRudolf von Zeiskam

で
あ
り
、プ
フ
ァ
ル
ツ
的
伝
統
は
こ
こ
で
も
同
様
で
あ
っ

（
（2
（

た
。
先
の
デ
ィ
ー
タ
ー

と
と
も
に
彼
も
ま
た
一
四
〇
〇
年
以
前
か
ら
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
で
同
じ
職
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
は
、
宮
廷
長
、
家
宮
廷
長
、
マ
ル
シ
ャ
ル
、
シ
ェ
ン
ク
、
調
理
所
長
が
宮
廷
役
職
と
し
て
登
場
す
る
が
、

家
宮
廷
長
以
外
は
具
体
的
な
役
職
特
有
の
任
務
と
の
関
係
で
登
場
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
家
宮
廷
長
も
含
め
て
む
し
ろ
顧
問Rat

と
し
て

の
性
格
が
前
面
に
出
て
い

（
（2
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
初
め
に
か
け
て
名
誉
職
以
外
の
宮
廷
役
職
は
、
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
時
代
の
宮
廷
長
職
を
別
に

す
れ
ば
、
ほ
ぼ
す
べ
て
宮
中
伯
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
ラ
イ
ン
・
ネ
ッ
カ
ー
地
方
出
身
の
下
級
貴
族
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
プ
フ
ァ

ル
ツ
宮
廷
に
お
け
る
こ
の
社
会
層
の
存
在
の
重
み
が
そ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⒝　

書
記
局
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前
述
の
よ
う
に
制
度
の
存
在
を
前
提
に
で
き
な
い
西
洋
中
世
宮
廷
に
お
い
て
、
書
記
局
は
、
そ
れ
で
も
一
般
に
最
も
早
く
、
制
度
化
お
よ

び
学
識
化
が
す
す
ん
だ
部
門
で
あ
る
。
書
記
局
研
究
は
、
証
書
研
究
と
の
関
連
で
研
究
蓄
積
の
厚
い
分
野
で
あ
る

（
（3
（

が
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
書

記
局
に
つ
い
て
も
一
連
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
論
文
に
よ
り
、
一
三
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
前
半
ま
で
の
そ
の
歴
史
が
解
明
さ
れ
て
い

（
（3
（

る
。
こ
こ
で

は
、
そ
れ
ら
に
よ
り
な
が
ら
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
書
記
局
の
発
展
を
、
特
に
人
的
側
面
に
留
意
し
つ
つ
、
見
て
い
こ
う
。

　

宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
の
時
代
に
バ
イ
エ
ル
ン
公
と
区
別
さ
れ
た
宮
中
伯
の
書
記
が
ど
の
程
度
活
動
し
て
い
た
の
か
は
、
は
っ
き
り

し
な

（
（3
（

い
。
そ
の
子
オ
ッ
ト
ー
二
世
が
宮
中
伯
と
な
っ
た
が
ま
だ
バ
イ
エ
ル
ン
公
と
な
ら
な
い
時
期（
一
二
二
八
─
一
二
三
一
年
）に
つ
い
て
、

バ
イ
エ
ル
ン
出
身
の
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
ゼ
ナ
プK

onrad Losenab

を
は
じ
め
何
人
か
の
書
記
が
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
に
仕
え
る
書
記

と
は
区
別
さ
れ
て
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
等
で
オ
ッ
ト
ー
二
世
の
た
め
に
働
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

（
（3
（

る
。
一
二
三
一
年
に
オ
ッ
ト
ー
二
世
が

ラ
イ
ン
宮
中
伯
と
バ
イ
エ
ル
ン
公
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
主
に
ラ
イ
ン
地
方
を
担
当
す
る
書
記
が
一
人
い
た
か
も
し
れ
な

（
（3
（

い
。
し

か
し
一
三
世
紀
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
君
主
た
ち
に
お
い
て
は
、上
述
の
よ
う
に
バ
イ
エ
ル
ン
公
と
し
て
の
活
動
が
優
越
し
て
お
り
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
の
も
と
で
は
、
ラ
イ
ン
地
方
に
特
化
し
た
書
記
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

（
（3
（

い
。
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
（
お
よ
び
そ
の

弟
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
）
の
も
と
で
も
事
態
は
同
様
で
、
ラ
イ
ン
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ムV

itztum

（
後
述
の
よ
う
に
ラ
イ
ン
地
方
全
体
に
つ
い

て
宮
中
伯
を
代
理
し
て
統
治
に
あ
た
っ
た
）
の
も
と
で
働
く
書
記
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
他
は
、
ラ
イ
ン
地
方
に
特
化
し
た
書
記
の
活
動
は

ま
と
ま
っ
た
形
で
は
知
ら
れ
て
い
な

（
（3
（

い
。プ
フ
ァ
ル
ツ
独
自
の
書
記
局
が
発
達
す
る
の
は
、一
三
二
九
年
の
パ
ヴ
ィ
ア
協
定
に
よ
っ
て
プ
フ
ァ

ル
ツ
系
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
支
配
範
囲
が
確
定
し
た
後
、
特
に
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
の
こ
と
に
な
る
。

　

書
記
局
の
高
級
役
職
と
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、書
記
局
長K

anzle
（
（3
（r

と
上
級
書
記Protonotar

で
あ
る
。
書
記
局
長
の
タ
イ
ト
ル
は
、

プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
で
は
一
四
世
紀
の
間
も
ほ
と
ん
ど
現
れ
ず
、
一
四
〇
〇
年
に
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
が
国
王
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く

書
記
局
長
が
目
立
っ
た
形
で
登
場
す
る
。
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
は
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
ラ
バ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
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トRaban von H
elm

statt

が
書
記
局
長
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
就
任
は
ド
イ
ツ
の
国
王
書
記
局
の
伝
統
の
延
長
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
。
ラ
バ
ン
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
代
々
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
下
級
貴
族
家
門
の
出
身
で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ヴ
ィ
ー
ン
、
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
の
諸
大
学
で
学
び
、学
位
は
得
な
か
っ
た
が
法
学
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。彼
が
一
三
九
六
年
に
シ
ュ
パ
イ
ア
ー

司
教
位
を
得
た
の
も
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
後
援
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
ラ
バ
ン
は
お
そ
ら
く
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
王
位
獲
得
を
背
後
か
ら

支
え
、
一
四
〇
〇
年
以
後
は
ほ
ぼ
常
に
国
王
に
同
行
し
た
他
、
外
交
使
節
と
し
て
も
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
国
王
側
近
と
し
て
政
治
的
に
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

（
（3
（

た
。
ラ
バ
ン
は
文
書
作
成
に
関
し
て
も
、
と
り
わ
け
お
そ
ら
く
彼
が
書
記
局
に
呼
び
込
ん
だ
書
記
が
関
わ
っ
た
文

書
に
、
作
成
委
託
・
指
示
者
と
し
て
現
れ

（
（3
（

る
。
ラ
バ
ン
は
、
国
王
の
死
後
、
国
王
宮
廷
の
書
記
局
長
職
か
ら
離
れ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
顧

問
と
し
て
現
れ
る
な
ど
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
下
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
も
密
接
な
関
係
を
保
っ

（
（4
（

た
。

　

そ
の
後
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
、
そ
の
治
世
晩
年
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ス
トLudw

ig von A
st

が
書
記
局
長
の

タ
イ
ト
ル
を
帯
び
て
現
れ
る
。
彼
は
次
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
も
と
で
も
同
様
に
書
記
局
長
と
し
て
登
場
す

（
（4
（

る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の

も
と
で
は
、
学
識
法
曹
ヨ
ハ
ン
・
グ
ル
デ
ン
コ
プ
フ Johann Guldenkopf

が
一
四
五
〇
年
に
書
記
局
長
と
し
て
史
料
に
あ
ら
わ
れ
、
彼

の
後
は
や
は
り
法
学
を
学
ん
だ
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ラ
ム
ン
グM

atthias Ram
ung

が
一
四
五
七
年
以
来
書
記
局
長
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
宮
中

伯
の
後
援
を
得
て
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
の
地
位
に
就
い
た
後
も
、
一
四
七
八
年
に
死
ぬ
ま
で
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
書
記
局
長
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
パ
タ
ー
ン
は
、
そ
の
後
一
四
八
七
年
か
ら
一
四
九
七
年
ま
で
書
記
局
長
で
あ
っ
た
学
識
法
曹
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ル
ベ
ル
クJohann 

von D
alberg

に
よ
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
、
彼
も
一
四
八
二
年
か
ら
一
五
〇
四
年
ま
で
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
で
あ
っ

（
（4
（

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
書
記
局
長
の
役
職
は
、
ド
イ
ツ
国
王
宮
廷
の
伝
統
に
従
う
形
で
は
じ
め
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
に
現
れ
、
一
五
世
紀
に
定
着

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
職
に
就
い
た
の
は
す
べ
て
学
識
法
曹
か
そ
れ
に
近
い
人
物
で
あ
り
、
司
教
職
を
兼
務
す
る
例
も
多
く
見
ら
れ

た
。
そ
の
際
、
兼
務
さ
れ
た
の
が
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
お
よ
び
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
司
教
位
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
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よ
る
両
司
教
座
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
反
映
し
て
い
る
。
書
記
局
長
た
ち
は
概
し
て
、
書
記
局
の
実
際
の
業
務
を
細
か
く
指
揮
す
る
と
い
う
よ

り
は
、
君
主
に
最
も
近
い
側
近
の
一
人
と
し
て
助
言
活
動
を
行
い
、
ま
た
外
交
な
ど
政
治
的
に
重
要
な
任
務
を
担
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
実
際
の
書
記
局
業
務
を
指
揮
し
た
の
は
上
級
書
記Protonotar, O

berster Schreiber

で
あ
っ
た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ

ト
一
世
の
も
と
で
は
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ンN

ikolaus von W
iesbaden

を
は
じ
め
、
他
に
ハ
イ
ン
ル
ヒ

H
einrich

、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ィ
ー
バ
ッ
ハH

einrich von D
iebach

、
オ
ッ
ト
ー
・
リ
ー
マ
ン
・
フ
ォ
ム
・
シ
ュ
タ
イ
ンO

tto 

Riem
ann vom

 Stein
の
都
合
四
人
の
上
級
書
記
の
名
が
知
ら
れ

（
（4
（

る
。
ニ
コ
ラ
ウ
ス
は
、
一
三
七
五
年
以
降
上
級
書
記
と
し
て
史
料
上
確
認

さ
れ
る
が
、
一
三
八
一
年
に
は
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
後
援
の
も
と
、
ロ
ー
マ
の
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
六
世
に
よ
っ
て
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
に
任
命

さ
れ

（
（4
（

る
。
ニ
コ
ラ
ウ
ス
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
に
仕
え
る
前
は
、
一
三
六
七
年
に
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
書
記
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
こ
の
点

で
彼
は
、
ラ
イ
ン
地
方
の
複
数
の
宮
廷
を
移
り
な
が
ら
奉
仕
す
る
下
級
貴
族
出
身
者
の
一
例
と
言
え
る
。

　

国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
は
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ル
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ゾ
ー
ベ
ル
ン
ハ
イ
ムM

athias V
oltz von Sobernheim

、

ヨ
ハ
ネ
ス
・
サ
ル
ト
リ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ
ムJohannes Sartoris von W

einheim

、
ヨ
ブ
・
フ
ェ
ー
ナ
ーJob V

ener

、

ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ブ
ー
マ
ンN
ikolaus Bum

an

、
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ベ
ッ
クU

lrich von A
lbeck

（
後
に
一
四
〇
七
年
に

フ
ェ
ル
デ
ン
司
教
と
な
る
）、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
キ
ル
ヒ
ェ
ンJohannes K

irchen

、
エ
グ
ロ
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ネ
リ
ン
ゲ
ンEglolf von 

K
nöringen

、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ャ
イ
フ
ァ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
メ
ロ
ー
デFriedrich Scheiffarth von M

erode

、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ラ

イ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
ゴ
ル
ス
ハ
イ
ムA

lbert Fleischm
ann von Eggolsheim

の
九
人
の
上
級
書
記
が
知
ら
れ

（
（4
（

る
。
こ
の
う
ち

後
の
三
人
は
書
記
局
に
お
け
る
文
書
作
成
に
言
う
に
足
る
規
模
で
か
か
わ
っ
た
形
跡
が
な
く
、
彼
ら
の
タ
イ
ト
ル
は
そ
の
意
味
で
は
名
目
的

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
マ
テ
ィ
ア
ス
と
ヨ
ハ
ネ
ス
・
サ
ル
ト
リ
ウ
ス
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
国
王
即
位
前
か
ら
既
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
仕
え
て

お
り
、
一
方
ヨ
ハ
ネ
ス
・
キ
ル
ヒ
ェ
ン
は
前
任
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
宮
廷
で
活
動
し
て
い
た
。
ま
た
ヨ
ブ
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
、
ウ
ル
リ
ヒ
、
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エ
ゴ
ル
フ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ャ
イ
フ
ァ
ル
ト
の
五
人
は
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
大
学
で
学
ん
だ
学
識
法
曹
で
あ
り
、
彼
ら
の
存
在
は
ル
ー
プ

レ
ヒ
ト
の
国
王
統
治
全
体
に
そ
れ
ま
で
に
な
い
学
識
法
学
的
特
徴
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
で
も
ヨ
ブ
・
フ
ェ
ー
ナ
ー
は
宮
廷
の
学
識

法
曹
と
し
て
傑
出
し
た
存
在
で
あ
っ

（
（4
（

た
。
こ
れ
ら
上
級
書
記
の
う
ち
、
マ
テ
ィ
ア
ス
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
サ
ル
ト
リ
ウ
ス
は
プ
フ
ァ

ル
ツ
領
邦
に
か
か
わ
る
「
内
政
」
事
項
を
主
に
担
当
し
、
そ
れ
に
対
し
て
ヨ
ブ
と
ウ
ル
リ
ヒ
は
教
会
・
対
外
政
策
を
主
に
担
当
し
、
ヨ
ハ
ネ

ス
・
キ
ル
ヒ
ェ
ン
は
主
と
し
て
国
王
宮
廷
裁
判
所
関
係
の
仕
事
を
受
け
持
っ

（
（4
（

た
。
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
宮
廷
で
は
、お
お
ざ
っ
ぱ
に
見
て
、

同
時
期
に
三
、四
人
の
上
級
書
記
が
活
動
し
て
い
た
。
彼
ら
も
書
記
局
長
と
同
様
に
広
く
政
治
的
な
任
務
に
も
投
入
さ
れ
た
。
ま
た
彼
ら
は

す
べ
て
聖
職
者
で
あ
っ
た
。
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
死
後
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
キ
ル
ヒ
ェ
ン
は
新
国
王
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
宮
廷
へ
移
り
、
ヨ
ブ
と

ヨ
ハ
ネ
ス
・
サ
ル
ト
リ
ウ
ス
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
で
の
奉
仕
を
続
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
上
級
書
記
の
中
に
は
、
一
方
で
宮
廷
に
お
い
て
あ
ま
り
重
要
な
活
動
を
示
さ
な
か
っ
た
者
も
お
れ
ば
、
他
方
で
キ
ャ
リ
ア

の
面
で
も
君
主
の
た
め
の
活
動
の
面
で
も
、
書
記
局
長
と
遜
色
な
い
者
も
お
り
、
そ
の
間
に
か
な
り
広
い
幅
が
存
在
し
た
。
ま
た
書
記
局
長

の
場
合
と
同
様
、
こ
の
職
に
も
、
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
か
な
り
の
数
の
学
識
法
曹
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

　

書
記
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
た
め
に
働
い
た
書
記
と
し
て
一
八
人
の
名
が
知
ら
れ

（
（4
（

る
。
他
に
名
前
の
知
ら
れ
て
い
な
い
証

書
の
書
き
手
が
一
二
人
確
認
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
た
だ
し
個
々
の
書
記
の
登
場
頻
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
じ
時
期
に
は
、
三
、四
人

の
書
記
が
平
行
し
て
活
動
し
て
い

（
（5
（

た
。

　

国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
は
、
蓋
然
性
が
高
い
ケ
ー
ス
も
含
め
る
と
一
八
人
の
書
記
の
名
が
知
ら
れ

（
（5
（

る
。
上
級
書
記
同
様
彼
ら
も
、

一
部
は
従
来
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
か
ら
、一
部
は
前
任
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
宮
廷
か
ら
、更
に
一
部
は
書
記
局
長
ラ
バ
ン
と
の
関
係
か
ら
、

国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
へ
の
奉
仕
に
入
っ
た
。一
四
一
〇
年
以
後
は
、こ
の
レ
ベ
ル
の
書
記
達
の
大
半
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
へ
の
奉
仕
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
活
動
し
て
い
た
書
記
と
し
て
は
、
一
七
人
が
筆
跡
比
較
か
ら
検
出
さ
れ
て
い

（
（5
（

る
。
そ
の
う
ち
四
人
の
活
動
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痕
跡
は
一
〇
年
以
上
に
ま
た
が
っ
て
い
た
。
同
時
期
に
活
動
し
て
い
る
書
記
の
数
は
、
最
大
で
四
、五
人
で
あ
っ

（
（5
（

た
。
名
を
知
ら
れ
て
い
る

書
記
と
し
て
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
エ
ル
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ォ
ネ
ッ
クJohannes Erbstat von W

onneck

、
ヤ
ー
コ
プ
・
ハ
イ

マ
ー
ス
ハ
イ
ム
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ツ
ァ
イJakob H

eim
ersheim

 von A
lzey

、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
コ
ル
ブ
ラ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ム
バ
ウ
ア
ー

A
ndreas K

orbler von H
em

bauer

、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ラ
ー
デ
バ
ウ
ムJohannes Ladebaum

、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ミ
ン
ネ
キ
ン
トH

einrich 

M
innekind 

（
ハ
ー
ゲ
ナ
ウH

agenau

の
地
方
書
記Landschreiber

）、
エ
メ
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
シ
ェ
ル
ンEm

m
erich von 

M
oscheln 

（
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ムO

ppenheim

の
地
方
書
記
）、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ザ
イ
フ
ェ
リ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ー
デ
ン
ブ
ル
クJohannes 

Syffelin von Ladenburg
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ト
ロ
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ッ
ヘH

einrich T
rost von V

ache

が
い

（
（5
（

る
。
こ
の
う
ち
、
ヨ

ハ
ネ
ス
・
エ
ル
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
コ
ル
ブ
ラ
ー
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ト
ロ
ス
ト
の
三
人
は
、
筆
跡
比
較
か
ら
判
明
し
た
書
記

と
同
定
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
エ
ル
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ヤ
ー
コ
プ
・
ハ
イ
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
コ
ル
ブ
ラ
ー
、
ヨ
ハ
ネ

ス
・
ラ
ー
デ
バ
ウ
ム
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ト
ロ
ス
ト
の
五
人
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
な
ど
の
大
学
で
勉
学
し
た
経
験
が
あ
る
。
ま
た
、
ヨ
ハ
ネ

ス
・
エ
ル
プ
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ヤ
ー
コ
プ
・
ハ
イ
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ラ
ー
デ
バ
ウ
ム
、
エ
メ
リ
ヒ
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ザ
イ
フ
ェ
リ
ン

は
既
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
父
で
あ
る
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
に
仕
え
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
書
記
局
長
や
上
級
書
記
よ
り
も
重
要
度
が
落
ち
る
一
般
の
書
記
の
レ
ベ
ル
で
は
、
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
統
治
の
前
後
で

の
連
続
性
が
か
な
り
強
く
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
人
的
構
成
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
書
記
局
で
は
、
一
五
世
紀
に
は
、
か
な
り
活
発
に
各
種
の
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
治
世
か
ら
は
、
全
部
で
約
一
八
〇
〇
の
証
書
と
手
紙
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
と
り
わ
け
手
紙
に
つ
い
て
は

多
く
の
喪
失
も
計
算
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（5
（

い
。
既
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
、
宮
中
伯
が
発
出
す
る
文
書
に
用
い
ら
れ

る
言
語
は
、
圧
倒
的
に
ド
イ
ツ
語
と
な
っ
て
い

（
（5
（

る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
も
、
ラ
テ
ン
語
文
書
は
例
外
的
で
、
ほ
と
ん
ど
外
国
の
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受
領
者
や
教
会
関
係
の
受
領
者
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

（
（5
（

る
。
文
書
素
材
は
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
も
な
お
獣
皮
紙
が
主
で

あ
っ
た
が
、
一
四
世
紀
後
半
に
は
次
第
に
紙
の
使
用
が
増
加
し
た
。
た
だ
し
、
紙
は
主
に
手
紙
に
使
わ
れ
、
証
書
に
は
ま
っ
た
く
使
わ
れ
な

か
っ

（
（5
（

た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
も
、
紙
に
書
か
れ
た
証
書
は
七
例
の
み
で
、
む
し
ろ
例
外
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い

（
（5
（

る
。

　

文
書
作
成
の
活
発
化
を
も
背
景
と
し
て
、
作
成
手
続
や
保
管
・
整
理
方
法
も
次
第
に
発
達
し
た
。

　

例
え
ば
、
印
章
の
分
化
が
見
ら
れ
た
。
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
（
お
よ
び
そ
の
弟
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
）
の
も
と
で
は
、
大
型
の
騎
士
図
像
印
章

Reitersiegel

と
小
型
の
秘
密
印
章Sekretsiegel

が
使
い
分
け
ら
れ
て
い

（
（6
（

た
。
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
、
ル
ー
プ
レ
ヒ

ト
二
世
の
も
と
で
も
、同
様
で
あ
っ

（
（6
（

た
。
一
三
二
八
年
の
証
書
を
当
時
一
七
歳
の
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
秘
密
印
章
を
用
い
て
発
行
し
た
が
、

そ
の
一
方
で
、
後
見
人
で
あ
る
ナ
ッ
サ
ウ
伯
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
が
戻
っ
た
後
に
、
騎
士
図
像
印
章
を
用
い
て
同
様
の
証
書
を
出
す
こ
と
を
約
束
し

て
い

（
（6
（

る
。
こ
の
例
か
ら
は
、
騎
士
図
像
印
章
が
格
の
高
い
印
章
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
は
、

騎
士
図
像
印
章
、
紋
章
印
章W

appensiegel
、
秘
密
印
章
、
指
環
印
章Ringsiegel

の
四
種
が
使
わ
れ
る
が
、
大
半
の
文
書
は
紋
章
印
章

を
付
し
て
出
さ
れ

（
（6
（

た
。騎
士
図
像
印
章
は
特
に
重
要
な
文
書
に
の
み
使
わ
れ
た
。秘
密
印
章
は
主
に
封
緘
書
状
の
封
印
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

指
環
印
章
の
使
用
例
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
治
世
末
年
か
ら
の
み
知
ら
れ
る
。

　

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
、
二
世
の
も
と
で
は
、
関
係
書
類
を
ま
と
め
て
保
管
し
た
り
、
一
つ
に
縫
い
合
わ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
一
件
書
類
作

成
の
萌
芽
が
散
発
的
に
見
受
け
ら
れ

（
（6
（

る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
も
、
同
様
に
い
く
つ
か
萌
芽
と
見
な
し
う
る
も
の
が
伝
わ
っ
て

い
（
（6
（

る
。

　

お
そ
ら
く
既
に
一
四
世
紀
半
ば
に
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
文
書
は
主
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
保
管
さ
れ
て
い
た
ら
し

（
（6
（

い
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

の
文
書
庫
の
存
在
が
は
っ
き
り
す
る
の
は
、
一
四
一
〇
年
の
分
割
相
続
に
際
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
点
で
も
、
す
べ
て

の
文
書
が
中
央
で
集
中
管
理
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
地
方
の
ア
ム
ト
の
地
方
書
記Landschreiber

の
も
と
で
関
係
文
書
が
保
管
さ
れ
る
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こ
と
も
あ
っ
た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
あ
て
の
文
書
と
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
あ
て
の
文
書
は
分
け
て
保
管

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
文
書
庫
は
史
料
上
し
ば
し
ば
確
認
さ
れ

（
（6
（

る
。
例
え
ば
所

領
分
割
や
遺
言
に
際
し
て
、
文
書
庫
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
支
配
の
構
成
要
素
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
文
書
庫
は
、
自
由
学
芸
マ
ギ
ス
テ
ル

の
タ
イ
ト
ル
を
持
っ
て
い
た
ウ
ル
リ
ヒ
・
ツ
ィ
ン
ゲ
ル
ルU

lrich Zingerl

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
は
既
に
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ

ト
に
仕
え
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

書
記
局
と
宮
中
伯
統
治
の
発
達
を
と
り
わ
け
よ
く
示
す
の
は
、
台
帳Register

と
筆
写
文
書
集K

opialbücher

の
作
成
で
あ
る
。
ル
ー

プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
、
一
三
五
〇
年
代
か
ら
台
帳
が
運
用
さ
れ

（
（6
（

た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
文
書
を
含
む
も
の
と
し
て
は
、
現
在
五
つ

の
台
帳
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
文
書
の
ほ
と
ん
ど
は
宮
中
伯
が
発
し
た
文
書
（
主
に
証
書
）
で
あ
り
、
受
け
入
れ
た
文

書
は
例
外
的
で
あ
る
。
文
書
を
分
類
し
て
別
々
の
台
帳
を
作
る
こ
と
は
な
さ
れ
ず
、
一
ま
と
め
に
し
て
年
代
順
に
記
載
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
同
内

容
の
文
書
に
つ
い
て
は
完
全
な
転
写
を
省
略
す
る
な
ど
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
他
は
、
あ
ま
り
細
か
い
技
術
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
こ

の
よ
う
な
台
帳
運
用
の
開
始
は
、
書
記
局
の
発
達
を
示
す
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
言
え
る
で
あ
ろ

（
（6
（

う
。

　

更
に
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
一
三
五
六
年
に
、
重
要
な
特
権
状
を
ま
と
め
た
筆
写
文
書
集K

opialbuch

を
作
ら
せ

（
（7
（

た
。
こ
れ
は
、
宮

中
伯
が
皇
帝
、
国
王
等
か
ら
受
領
し
た
永
続
的
な
効
力
を
有
す
る
文
書
を
収
め
る
べ
き
も
の
と
し
て
作
ら
れ
、
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
、

カ
ー
ル
四
世
の
証
書
の
他
、
そ
れ
以
前
に
出
さ
れ
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
支
配
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
証
書
も
筆
写
・
収
録
さ
れ

（
（7
（

た
。
こ
れ
と
は

別
に
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
一
代
の
間
し
か
効
力
を
持
た
な
い
文
書
を
収
録
す
る
筆
写
文
書
集
も
伝
わ
っ
て
お

（
（7
（

り
、
体
裁
等
か
ら
見
て
や
は

り
同
じ
時
期
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
命
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
台
帳
に
比
べ
て
系
統
的
に
整
理
し
た
記
載
が
な
さ
れ

た
筆
写
文
書
集
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
に
お
け
る
文
書
の
意
義
の
増
大
と
そ
れ
に
対
す
る
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
高
い
感
度
を
示
す

も
の
と
言
え
よ

（
（7
（

う
。



中世後期ドイツにおけるライン宮中伯の領邦支配とヘゲモニー（２）

北法64（4・15）1231

　

国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
も
、
複
数
の
台
帳
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
帝
国
（
ラ
イ
ヒ
）
関
係
の
文
書
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
関
係
の

文
書
が
区
別
さ
れ
、
そ
の
上
で
更
に
使
用
言
語
と
使
用
印
章
に
よ
る
分
類
が
な
さ
れ

（
（7
（

た
。
す
な
わ
ち
、
帝
国
関
係
の
ラ
テ
ン
語
証
書
は
、
大

権
印
章M

ajestätssiegel

使
用
の
も
の
と
秘
密
印
章
使
用
の
も
の
に
分
け
ら
れ
て
現
在
ヴ
ィ
ー
ン
に
伝
わ
る
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
一
方
帝

国
関
係
の
ド
イ
ツ
語
証
書
の
う
ち
、
大
権
印
章
に
よ
る
も
の
は
現
在
ヴ
ィ
ー
ン
に
残
る
別
の
台
帳
に
、
秘
密
印
章
に
よ
る
も
の
は
カ
ー
ル
ス

ル
ー
エ
に
伝
わ
る
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
関
係
の
証
書
は
、
や
は
り
言
語
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
上
で
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
に

残
る
台
帳
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
国
王
と
し
て
の
レ
ー
ン
台
帳
や
そ
の
他
の
台
帳
も
残
る
ほ
か
、
国
王
宮
廷
裁
判
所
で
も
台
帳
が
運

用
さ
れ
て
い
た
が
こ
れ
は
失
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
、
帝
国
関
係
と
領
邦
関
係
、
使
用
さ
れ
た
言
語
や
印
章
に
よ
る
証
書
の
分
類
は
、
前
任
国

王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
も
と
で
も
、
従
来
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
書
記
局
で
も
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
前
述
の
書
記
局
長
ラ
バ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヘ

ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い

（
（7
（

る
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
書
記
局
か
ら
は
、
三
つ
の
台
帳
が
伝
わ

（
（7
（

る
。
そ
の
う
ち
一
つ
は
上
プ
フ
ァ
ル
ツO

berpfalz

の
た
め
の
特
別
台
帳

で
あ

（
（7
（

る
。
現
在
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
の
文
書
館
に
伝
わ
る
二
つ
の
台
帳
は
、
宮
中
伯
が
関
係
し
た
質
入
れ
な
ど
の
証
書
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の

う
ち
一
つ
は
索
引Index

も
備
え
て
お
り
、
検
索
が
容
易
に
な
っ
て
い

（
（7
（

る
。
現
在
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
に
伝
わ
る
役
職
台
帳A

m
tsbuch

は
、

宮
中
伯
が
出
し
た
文
書
と
受
け
取
っ
た
文
書
の
両
方
を
記
載
し
て
い

（
（7
（

る
。
既
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
ま
た
中
世
後
期
の
多
く
の
ド
イ
ツ
領
邦
の
書
記
局
と
同
様
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
も
、
永
続
的
な
効
力
を
有
す
る
文
書
と

一
時
的
な
効
力
し
か
有
し
な
い
文
書
は
、
別
々
の
台
帳
に
記
載
さ
れ

（
（8
（

た
。
前
述
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
の
二
つ
の
台
帳
は
、
い
ず
れ
も
後
者
の

タ
イ
プ
で
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
一
代
限
り
の
効
力
し
か
持
た
な
い
文
書
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
台
帳
へ
の
記
載
は
、
印
章
と
同
様

の
証
明
力
を
持
つ
と
さ
れ

（
（8
（

た
。
と
こ
ろ
が
、
台
帳
へ
の
記
載
は
文
書
の
清
書Reinschrift

で
は
な
く
、
ま
ず
文
案K

onzept

の
写
し
に
基

づ
い
て
な
さ
れ
て
お
り
、
後
か
ら
清
書
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
形
跡
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
台
帳
は
当
座
は
議
事
録Protokoll

の
様
に
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扱
わ
れ
、
現
在
残
る
形
に
と
じ
ら
れ
た
の
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
死
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

（
（8
（

る
。
レ
ー
ン
台
帳
は
、
現
在
残
る
形
に
ま
と

め
ら
れ
た
の
は
や
は
り
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
死
後
だ
が
、
彼
の
生
前
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
も
と
で
の
レ
ー
ン
授
受
の
記
録
を
含
ん

で
い

（
（8
（

る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
、
レ
ー
ン
証
書
や
ブ
ル
ク
フ
リ
ー
デ
証
書
の
作
成
に
は
、
統
一
的
な
書
式
が
用
い
ら
れ

（
（8
（

た
。
そ
の

他
に
も
、
三
つ
の
台
帳
断
片
が
知
ら
れ

（
（8
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
か
け
て
、
君
主
の
活
動
と
領
邦
統
治
に
お
け
る
文
書
の
意
義
の
増
大
を
背
景
と
し
て
、
ラ
イ

ン
宮
中
伯
の
書
記
局
と
そ
こ
で
の
文
書
作
成
・
保
管
・
整
理
は
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
も
っ
と
も
、
書
記
局
が
中
世
後
期
の
大
半

を
通
じ
て
全
体
と
し
て
の
宮
廷
の
枠
内
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ

（
（8
（

ば
、
そ
こ
で
の
制
度
化
・
官
庁
化
の
進
展
を
過
大
に
評
価
し

な
い
よ
う
、
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
書
記
局
は
、
人
的
に
以
下
で
述
べ
る
顧
問
と
も
大
き
く
重
な
り
合
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
、
人
員

と
権
限
を
明
確
に
画
さ
れ
た
官
庁
の
ご
と
き
も
の
を
想
定
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
の
で
あ
る
。

⒞　

顧
問

　

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
君
主
統
治
に
お
け
る
顧
問Rat
の
存
在
は
、
そ
の
政
治
的
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
記
局
と
比
べ
て
制
度
的

輪
郭
の
著
し
く
不
明
瞭
な
も
の
で
あ
っ

（
（8
（

た
。
中
世
後
期
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
顧
問
に
つ
い
て
は
、
書
記
局
研
究
の
枠
内
で
あ
わ
せ
て
研
究
さ
れ

て
き
て
い

（
（8
（

る
。
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
に
よ
り
つ
つ
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
期
ま
で
の
顧
問
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
現
れ
る
か
を

見
て
お
こ
う
。

　

一
三
世
紀
後
半
に
は
、ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
と
下
バ
イ
エ
ル
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
兄
弟
の
対
立
な
ど
に
際
し
て
、特
定
の
側
近
が
、委
員
、

仲
裁
人
、
保
証
人
な
ど
と
し
て
繰
り
返
し
登
場
す
る
が
、
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
バ
イ
エ
ル
ン
出
身
の
家
人
と
貴
族
で
あ
っ

（
（8
（

た
。
ル
ー
ド
ル
フ
一

世
と
そ
の
弟
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
も
と
で
も
、
一
定
の
範
囲
の
顧
問
が
、
所
領
分
割
な
ど
の
際
に
仲
裁
人
や
保
証
人
と
し
て
現
れ
る
が
、
や
は
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り
ほ
と
ん
ど
バ
イ
エ
ル
ン
出
身
で
あ
っ

（
（9
（

た
。

　

一
三
三
〇
年
頃
か
ら
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
と
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
も
、
顧
問
が
登
場
す

（
（9
（

る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
誰
が
顧
問
で
あ

る
か
を
確
認
し
、
顧
問
グ
ル
ー
プ
の
範
囲
を
決
め
る
の
は
、
容
易
で
は
な
い
。
仲
裁
人
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
や
、
裁
判
と
所
領
分
割
に
関

与
す
る
こ
と
な
ど
、
顧
問
に
特
徴
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
顧
問
と
し
て
の
地
位
を
類
推
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
完
全

に
確
実
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
留
保
付
き
で
そ
の
よ
う
な
類
推
を
行
っ
た
結
果
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
は
、
そ
う

し
た
活
動
で
し
ば
し
ば
姿
を
見
せ
る
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
顧
問
と
し
て
、カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ンK

atzenelnbogen

伯
（
デ
ィ
ー

タ
ー
、エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
、ヨ
ハ
ン
、ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
）、エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ンEberstein

伯
（
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
、二
世
、ヴ
ォ
ル
フ
）、

フ
ェ
ル
デ
ン
ツV

eldenz

伯
（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
）、
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ンLeiningen

伯
（
エ
ミ
ッ
ヒ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
）、
ナ
ッ
サ
ウN

assau

伯

（
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
一
世
、
ヨ
ハ
ン
一
世
、
二
世
）、
シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ムSponheim

伯
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ヨ
ハ
ン
三
世
、
四
世
、

ヴ
ァ
ル
ラ
ム
）、
キ
ル
ベ
ル
ク
の
ヴ
ィ
ル
ト
グ
ラ
ー
フW

ildgraf von K
irberg

（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ゲ
ア
ハ
ル
ト
）
と
い
っ
た
中
ラ
イ
ン

地
方
の
多
く
の
伯
た
ち
や
、
エ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ンO

ettingen

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
大
）、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
クW

ürttem
berg

伯
ウ
ル
リ

ヒ
三
世
と
い
っ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
北
部
の
伯
た
ち
、
お
よ
び
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ラ
ン
デ
ンPhilipp von Bolanden

、
ハ
イ
ン

リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
フ
レ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンH

einrich von Fleckenstein

、
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エGerlach von 

H
ohenlohe

と
い
っ
た
中
ラ
イ
ン
、
エ
ル
ザ
ス
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
フ
ラ
イ
ヘ
ル
級
の
貴
族
た
ち
を
あ
げ
て
い

（
（9
（

る
。
ま
た
下
級
貴
族
と

し
て
は
、
ベ
ル
ヒ
ェ
ン
ダ
ー
ルBelchendal

（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ヨ
ハ
ン
）、
ケ
メ
ラ
ー
（
ダ
ル
ベ
ル
ク
）K

äm
m
erer von D

alberg

（
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
）、
ク
ネ
ー
ベ
ル
（
フ
ォ
ン
・
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ン
）K

nebel von K
atzenelnbogen

（
コ
ン
ラ
ー
ト
、
タ
ム
、

デ
ィ
ー
タ
ー
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
）、
エ
ア
リ
ッ
ヒ
ハ
イ
ムErligheim

（
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ヘ
ン
ネ
ルH

ennel

、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

ホ
ル
ン
バ
ッ
ハH

einrich H
ornbach

）、
フ
ェ
ニ
ン
ゲ
ンV

enningen

（
ハ
ン
ス
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
（
大
））、
ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
ス
ハ
イ
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ムH
andschuhsheim

（
デ
ィ
ー
タ
ー
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
）、
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
トH
elm

stadt

（
ラ
バ
ン
、
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
トW

iprecht

）、

ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ンH

irschhorn

（
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
）、
ラ
ン
ト
シ
ャ
ー
トLandschad

（
ブ
リ
ッ
カ
ーBlicker

、
コ
ン
ラ
ー
ト
）、
シ
ュ

タ
イ
ンStein
（
ゲ
ア
ハ
ル
ト
）、
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ンSickingen

（
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
）
と
い
っ
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
関
係
の
深
い
家
門
の
出
身
者

の
他
、W

ilhelm
 von M

anderscheidt, Eberhard der M
istelbeck, N

ikolaus von W
iesbaden, K

uno von Reiffenberg, Johann 

von Reiffenberg, K
onrad von Rosenberg

な
ど
が
割
り
出
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
ら
下
級
貴
族
た
ち
の
多
く
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
宮

廷
長
、
財
庫
長
と
い
っ
た
宮
廷
の
役
職
や
、
後
述
す
る
よ
う
な
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ムV

itztum

、
フ
ォ
ー
ク
トV

ogt

、
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ

Burggraf

、
地
方
書
記Landschreiber

と
い
っ
た
地
方
の
役
職
を
帯
び
て
い

（
（9
（

た
。

　

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
に
仕
え
た
側
近
と
し
て
は
、
一
三
九
八
年
の
彼
の
遺
言
に
登
場
す
る
者
た
ち
が
特
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ

ト
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
トW

iprecht von H
elm

stadt

、
ヨ
ハ
ン
・
ケ
メ
ラ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ル
ベ
ル
クJohann K

äm
m
erer  

von D
alberg

、タ
ム
・
ク
ネ
ー
ベ
ルT

ham
 K

nebel 

（
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ムO

ppenheim

の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
スSchultheiß

）、デ
ィ
ー
タ
ー
・

フ
ォ
ン
・
ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
ス
ハ
イ
ムD

ieter von H
andschusheim

の
四
人
が
、
遺
言
者
の
息
子
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
と
と
も
に
遺
言
執

行
人
に
指
名
さ
れ
て
お
り
、
更
に
ラ
バ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
トRaban von H

elm
stadt

、
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ァ
イ

ス
カ
ムRudolf von Zeiskam

が
別
に
任
務
を
委
託
さ
れ
て
い

（
（9
（

る
。
す
べ
て
中
ラ
イ
ン
地
方
の
下
級
貴
族
家
門
の
出
身
で
あ
る
が
、
彼
ら

の
う
ち
、
ダ
ル
ベ
ル
ク
と
ツ
ァ
イ
ス
カ
ム
以
外
の
四
人
は
、
前
述
の
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
時
代
の
顧
問
と
し
て
既
に
登
場
し
て
お
り
、
ま
た

ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
ス
ハ
イ
ム
以
外
の
五
人
は
後
述
の
よ
う
に
、
次
の
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
も
、
中
心
的
な
顧
問
と
し
て
登
場
す
る
の

で
あ
る
。

　

国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
時
代
の
顧
問
に
関
し
て
は
、
ペ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ラ
フ
の
立
ち
入
っ
た
研
究
が
あ
る
の
で
、
以
下
こ
れ
に
拠
り
つ
つ
顧

問
の
顔
ぶ
れ
と
顧
問
集
団
全
体
の
構
成
を
確
認
し
よ
う
。
モ
ー
ラ
フ
は
、
顧
問
と
し
て
、
七
六
人
の
俗
人
と
三
一
人
の
聖
職
者
を
あ
げ
て
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い
（
（9
（

る
。
彼
は
俗
人
顧
問
を
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
領
邦
的
伝
統
に
属
す
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
に
分
類
す
る
が
、
前
者
に
は
四
七
人
が
属
す
る
。

こ
の
四
七
人
を
モ
ー
ラ
フ
は
更
に
、
君
主
と
最
も
緊
密
な
関
係
に
あ
る
者
、
し
ば
し
ば
君
主
の
周
囲
に
登
場
す
る
が
関
係
が
そ
れ
ほ
ど
密
で

な
い
者
、
ほ
と
ん
ど
一
回
程
度
し
か
顧
問
と
し
て
登
場
し
な
い
者
、
に
三
分
す
る
が
、
人
数
は
そ
れ
ぞ
れ
八
、一
九
、二
〇
人
と
な

（
（9
（

る
。

　

第
一
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
は
、
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
伯
エ
ミ
ッ
ヒ
六
世
、
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ァ
イ
ス
カ
ム
、
タ
ム
・
ク
ネ
ー
ベ
ル
、

ハ
ン
ス
（
五
世
）・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン
、
ヨ
ハ
ン
（
一
〇
世
）・
ケ
メ
ラ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ル
ベ
ル
ク
、
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
（
大
）・
フ
ォ
ン
・

ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ンSchw

arz Reinhard von Sickingen

、
ヘ
ル
マ
ン
・

フ
ォ
ン
・
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンH

erm
ann von Rodenstein

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
四
者
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
宮
廷
役
職
の
保
持
者

で
あ
り
、
ま
た
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
は
書
記
局
長
ラ
バ
ン
の
父
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
お
そ
ら
く
最
も
重
要
な
顧
問
は
、
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヒ

ル
シ
ュ
ホ
ル
ン
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
家
系
は
、
宮
廷
役
職
の
項
で
も
登
場
し
た
よ
う
に
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
続
け
た
下
級

貴
族
で
あ
る
と
と
も
に
、
豊
富
な
所
領
と
多
く
の
封
臣
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
時
代
以
来
の
王
権
と
の
直
接
的
関
係
な
ど
で
他
の
下
級
貴
族

家
門
か
ら
傑
出
し
た
存
在
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
出
自
を
も
背
景
に
、
ハ
ン
ス
は
と
り
わ
け
他
の
宮
廷
と
の
外
交
に
お
い
て
、
著
し
い

足
跡
を
史
料
に
残
し
て
い

（
（9
（

る
。
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
伯
以
外
、
こ
の
君
主
と
最
も
密
接
な
グ
ル
ー
プ
は
す
べ
て
下
級
貴
族
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
階
層
の
重
要
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
伯
と
い
う
、
代
々
の
ド
イ
ツ
王
権
と
も
直
接
関
係
を
持
ち
、
み

ず
か
ら
中
ラ
イ
ン
地
方
で
小
規
模
な
領
邦
支
配
を
建
設
し
つ
つ
あ
っ
た
中
級
貴
族
が
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
、
プ
フ
ァ

ル
ツ
支
配
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
的
性
格
を
反
映
す
る
も
の
と
も
言
え

（
（9
（

る
。

　

第
二
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
顧
問
と
し
て
は
、
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
ハ
ン
ス
、
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
（
小
））、
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン
（
エ
ー
バ
ー

ハ
ル
ト
）、
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
（
ハ
ン
マ
ンH

anm
an

、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
（
小
）、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
）
と
い
っ
た
第
一
グ
ル
ー
プ
と
同
一
家

門
の
出
身
者
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ヴ
ァ
ン
ゲ
ンA

lbrecht von Berw
angen

、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ウ
ベ
ン
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Friedrich von H
auben

、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ウ
ベ
ン
、
デ
ィ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
ス
ハ
イ
ム
、
ジ
ー
モ
ン
・
フ
ォ
ン
・

タ
ー
ル
ハ
イ
ムSim

on von T
halheim

と
い
っ
た
宮
廷
役
職
保
持
者
と
そ
の
一
族
、
そ
の
他
ラ
ン
ト
シ
ャ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ッ

ハLandschad von Steinach

（
ク
ン
ツ
一
〇
世
、
ウ
ル
リ
ヒ
）、
ハ
ン
ス
（
大
）・
フ
ォ
ン
・
フ
ェ
ニ
ン
ゲ
ンH

ans der Ä
ltere von 

V
enningen

、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
メ
ン
ツ
ィ
ン
ゲ
ンEberhard von M

enzingen

と
い
っ
た
ラ
イ
ン
地
方
の
下
級
貴
族
が
あ

げ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
よ
り
大
き
な
支
配
を
背
景
と
す
る
中
級
貴
族
と
し
て
は
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
八
世
と
エ
ー
バ
ー
ハ
ル

ト
一
〇
世
・
シ
ェ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
エ
ア
バ
ッ
ハ
を
見
る
の
み
で
あ
る
。な
お
、上
プ
フ
ァ
ル
ツ
関
係
者
と
し
て
、ア
ル
ト
マ
ン
・
ケ
ム
ナ
ー
タ
ー
・

ア
ウ
フ
・
ル
ッ
ツ
マ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンA

ltm
ann K

em
nater auf Lutzm

annstein

と
コ
ン
ラ
ー
ト
・
カ
ス
ト
ナ
ーK

onrad K
astner

が

こ
の
集
団
に
属
す
る
。
こ
れ
ら
第
二
グ
ル
ー
プ
は
、
帝
国
政
治
よ
り
も
、
多
く
は
領
邦
レ
ベ
ル
の
政
治
の
場
で
活
動
し

（
（9
（

た
。

　

第
三
グ
ル
ー
プ
に
数
え
ら
れ
る
の
は
、W

erner von A
lbig, Eberhard Erlenhaupt von Saulheim

, Sim
on Grans von Rheinberg, 

H
anm

an Schultheiß von W
einheim

, Raban von H
elm

stadt, Gerlach K
nebel von K

atzenelnbogen, O
tto K

nebel von 

K
atzenelnbogen, W

erner K
nebel von K

atzenelnbogen, K
unz M

önch von Rosenberg, Eberhard von N
eipperg, Siegfried I. 

von O
berstein in Gundheim

, Gerhard von O
denbach gen. von K

ropsburg, Reinhard von Rem
chingen, U

lrich Salzkern, 

K
onrad von Stein, W

ilhelm
 von W

aldeck, H
enne I. von W

erberg, H
ennel W

isskreis von Lindenfels

で
あ
り
、
ほ
ぼ
す
べ

て
ラ
イ
ン
地
方
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
勢
力
圏
出
身
の
下
級
貴
族
で
あ

（
（10
（

る
。

　

全
体
と
し
て
、
こ
れ
ら
プ
フ
ァ
ル
ツ
関
係
の
顧
問
達
の
レ
ベ
ル
で
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
国
王
在
位
を
は
さ
ん
だ
前
後
で
、
連
続
性
が
顕

著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
顧
問
た
ち
、
と
り
わ
け
多
く
の
重
要
な
顧
問
を
出
し
た
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン
、
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
、

ラ
ン
ト
シ
ャ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ッ
ハ
、
ク
ネ
ー
ベ
ル
と
い
っ
た
家
門
の
出
身
者
た
ち
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
内
お
よ
び
影
響
圏

内
の
下
級
貴
族
の
利
害
を
代
弁
し
た
の
で
あ
っ

（
（10
（

た
。
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プ
フ
ァ
ル
ツ
の
領
邦
的
伝
統
に
属
さ
な
い
顧
問
は
、
以
上
の
領
邦
的
顧
問
と
比
べ
て
、
出
身
地
・
身
分
・
活
動
頻
度
な
ど
の
点
で
、
き

わ
め
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い

（
（10
（

る
。
カ
ラ
ー
ラ
家
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
二
世Franz II. von Carrara

、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ア
リ
プ
ラ

ン
デ
ィGiovanni A

liprandi

の
よ
う
な
イ
タ
リ
ア
人
か
ら
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
六
世
、
バ
イ
エ

ル
ン
・
イ
ン
ゴ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
公
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
三
世
お
よ
び
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
七
世
の
よ
う
な
諸
侯
ク
ラ
ス
の
人
物
た
ち
、
シ
ュ
ヴ
ァ

ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
ギ
ュ
ン
タ
ー
、
エ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ン
ス
ベ
ル
クEngelhard 

von W
einsberg

、
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
伯
ヨ
ハ
ンJohann von W

ertheim

（
前
二
者
は
宮
廷
長
、
後
二
者
は
国
王
宮
廷
裁
判
官
の
タ
イ

ト
ル
を
帯
び
た
）
と
い
っ
た
宮
廷
役
職
の
保
持
者
た
ち
の
他
、
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
東
部
・
バ
イ
エ
ル
ン
北
部
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル

ス
バ
ッ
ハ
家
勢
力
圏
か
ら
、H

einrich N
othaft von W

ernberg, D
iether der Jüngere Stauf zu Ehrenfels auf H

eim
hof, U

lrich 

Stauf zu Ehrenfels, H
adm

ar IV
. von Laber, H

ans Gew
olf von D

egenberg auf W
eißenstein, K

onrad II. von Freyberg 

auf H
ohenaschau, H

artung IV
. von Egloffstein, H

ans von M
ittelburg

と
い
っ
た
ほ
と
ん
ど
が
下
級
貴
族
家
系
出
身
の
顧
問
た
ち

が
こ
の
集
団
に
属
す
る
。
こ
れ
ら
下
級
貴
族
顧
問
も
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
な
ど
に
お
け
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
と
の
関
係
か
ら
、
国
王
の
周

囲
に
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
同
じ
く
こ
の
地
方
に
根
拠
地
を
持
つ
ロ
イ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ
・
ヨ
ハ
ン
一
世

Landgraf Johann I. von Leuchtenberg

は
、
既
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
の
国
王
た
ち
と
密
接
な
関
係
を
有
し
た
家
門
に
属
し
て
い

（
（10
（

た
。

こ
の
他
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
下
級
貴
族
と
し
てLudw

ig von H
utten, H

ans T
ruchsess von Baldersheim

、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
家

門
か
ら
の
顧
問
と
し
てFriecrich II. Schenk von Lim

purg

、
中
ラ
イ
ン
出
身
者
と
し
て
ナ
ッ
サ
ウ
・
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
伯
フ
ィ

リ
ッ
プ
一
世
、
フ
ェ
ル
デ
ン
ツ
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
、
ザ
イ
ン
伯
ゲ
ア
ハ
ル
ト
一
世
、Philipp III. von Falkenstein-M

ünzenberg, 

K
onrad Beyer von Boppard

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
中
ラ
イ
ン
出
身
者
に
お
い
て
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
お
よ

び
ト
リ
ー
ア
大
司
教
と
の
関
係
が
彼
ら
の
顧
問
と
し
て
の
活
動
に
も
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
上
ラ
イ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
南
部
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出
身
の
顧
問
と
し
て
は
、
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
、Johann III. von Zim

m
ern, Johann II. T

ruchsess von 

W
aldburg

が
い
る
。

　

こ
れ
ら
顧
問
た
ち
を
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
と
関
係
し
た
顧
問
達
同
様
の
基
準
で
三
つ
に
分
類
す
る
と
、
第
一
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
は
、

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
ギ
ュ
ン
タ
ー
、
エ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
で
あ

り
、
第
二
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ェ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
プ
ル
クFriedrich Schenk von Lim

purg, 

、
ヴ
ェ
ル
ト

ハ
イ
ム
伯
ヨ
ハ
ン
、
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
エ
グ
ロ
フ
シ
ュ
タ
イ
ンH

artung von Egloffstein

、
ロ
イ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
グ

ラ
ー
フ
・
ヨ
ハ
ン
が
あ
げ
ら
れ
、
あ
と
は
す
べ
て
第
三
グ
ル
ー
プ
と
見
な
さ
れ
う
る
。

　

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
領
邦
的
伝
統
と
関
係
し
た
顧
問
た
ち
と
の
比
較
で
は
、
こ
れ
ら
プ
フ
ァ
ル
ツ
外
の
顧
問
た
ち
の
影
響
力
は
よ
り
限
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
身
分
的
に
前
者
が
基
本
的
に
下
級
貴
族
で
占
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
後
者
で
最
も
重
要
な
顧
問
た
ち
は
多
く
伯
や
フ
ラ

イ
ヘ
ル
な
ど
の
中
級
貴
族
の
出
で
あ
っ
た
。
両
者
は
こ
う
し
た
形
で
身
分
的
に
「
住
み
分
け
て
」
い
た
の
で
あ
っ

（
（10
（

た
。
ま
た
後
者
で
最
も
重

要
な
顧
問
た
ち
は
、
既
に
以
前
か
ら
ド
イ
ツ
王
権
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
家
門
か
ら
出
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
王
家
の
交
代
を
貫
く
中

世
後
期
ド
イ
ツ
王
権
の
国
王
的
伝
統
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ

（
（10
（

る
。

　

サ
ヴ
ォ
ー
ナSavona

司
教
ヨ
ハ
ン
・
グ
リ
マ
ル
デ
ィJohann Grim

aldi

、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
デ
・
ネ
ル
リ
スA

ntonius de N
erlis

と
い
う
二
人
の
イ
タ
リ
ア
人
を
除
く
聖
職
者
顧
問
を
モ
ー
ラ
フ
は
、書
記
局
の
書
記
局
長
と
上
級
書
記
、ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
お
よ
び
ヴ
ュ

ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
の
教
授
た
ち
、
そ
の
他
の
宮
廷
に
近
い
聖
職
者
た
ち
と
い
う
、
や
は
り
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い

（
（10
（

る
。

　

第
一
グ
ル
ー
プ
で
、
や
は
り
俗
人
顧
問
同
様
に
重
要
度
で
三
段
階
に
区
分
し
た
場
合
の
、
最
重
要
集
団
に
は
、
書
記
局
長
ラ
バ
ン
・
フ
ォ

ン
・
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
上
級
書
記
ヨ
ハ
ネ
ス
・
サ
ル
ト
リ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ
ム
、
ヨ
ブ
・
フ
ェ
ー
ナ
ー
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ

ン
・
ア
ル
ベ
ッ
ク
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
キ
ル
ヒ
ェ
ン
が
、
中
位
集
団
に
は
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ル
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ゾ
ー
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
、
ニ
コ
ラ
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ウ
ス
・
ブ
ー
マ
ン
、
エ
グ
ロ
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ネ
リ
ン
ゲ
ン
、
最
も
重
要
度
の
低
い
集
団
に
は
上
級
書
記
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ャ
イ
フ
ァ

ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
メ
ロ
ー
デ
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
ゴ
ル
ス
ハ
イ
ム
が
属
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
こ
の
う
ち

ラ
バ
ン
は
大
学
で
の
勉
学
経
験
が
あ
り
、
ヨ
ブ
、
ウ
ル
リ
ヒ
、
エ
グ
ロ
ル
フ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ャ
イ
フ
ァ
ル
ト
は
法
学
の
学
位
を
持
っ

て
い
た
。
出
身
地
の
点
で
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
影
響
圏
の
外
か
ら
来
た
も
の
が
多
か
っ

（
（10
（

た
。

　

第
二
グ
ル
ー
プ
で
最
も
重
要
な
顧
問
と
し
て
は
、
神
学
者
マ
テ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
カ
ウM

athäus von K
rakau

、
法
学
者
ニ
コ

ラ
ウ
ス
・
ブ
ル
ク
マ
ンN

ikolaus Burgm
ann

が
お
り
、
中
位
の
重
要
性
を
示
し
た
顧
問
と
し
て
は
神
学
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ゾ

ル
タ
ウK

onrad von Soltau
、
神
学
者
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
プ
ロ
ヴ
ィ
ンN

ikolaus Prow
in

、
神
学
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
コ
ー
ラ
ー
・
フ
ォ

ン
・
ゾ
ー
ス
トK

onrad Coler von Soest

が
、
最
も
重
要
度
の
低
い
顧
問
と
し
て
は
神
学
者H

eilm
ann W

unneberg von W
orm

s

、

教
会
法
学
者Johann van der N

oyt aus Bruessel

、
神
学
者N

ikolaus M
agni von Jauer

、
教
会
法
学
者N

ikolaus Petri von 

Bettenberg

、
神
学
者Johann Lagenator von D

ieburg

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
学
者
た
ち
は
出
身
地
の
点
で
は
き
わ
め
て
広
い

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
他
方
で
と
り
わ
け
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
と
い
う
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
大
学
を
通
じ
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
と
深
く
か

か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

（
（10
（

た
。

　

第
三
グ
ル
ー
プ
は
も
っ
と
も
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
が
、
こ
れ
に
は
最
も
重
要
度
の
高
い
顧
問
と
し
て
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ン
ロ
ー

トJohann von W
allenrod

（
リ
ガ
大
司
教
）、
コ
ン
ラ
ー
ト
七
世
・
フ
ォ
ン
・
エ
グ
ロ
フ
シ
ュ
タ
イ
ンK

onrad V
II. von Egloffstein

（
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
ド
イ
ツ
地
区
長D

euschm
eister

）
が
属
し
、最
も
重
要
度
の
低
い
顧
問
と
し
て
はJohann von Egloffstein

（
ヴ
ュ

ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
）, O

tto von M
ilz

（
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
のD

om
dekan

）, 

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
教
会
法
学
者Johannes A

m
bundii 

de Sw
an, A

lbrecht IV
. von O

etisheim

（
マ
ウ
ル
ブ
ロ
ン M

aulbronn
修
道
院
長
）, T

ilm
an von Schm

allenberg

（
ケ
ル
ン

のSt.M
arien ad gradus 

のD
ekan

）, V
olm

ar Sack

（
フ
ェ
ル
デ
ンV

erden
司
教
区
のA

rchidiakon

、
教
会
法
のlicentiatus

）, 
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H
anm

an(A
m
andus) zu Rhein

（
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
の
ド
イ
ツ
地
区
長D

eutscher Großprior

）が
属
す
る
。
こ
の
う
ち
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ

ン
・
ヴ
ァ
レ
ン
ロ
ー
ト
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
エ
グ
ロ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
エ
グ
ロ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
フ
ラ
ン
ケ
ン

の
出
身
で
、
こ
の
地
方
と
ド
イ
ツ
王
権
と
の
継
続
的
関
係
を
示
す
も
の
で
あ

（
（10
（

る
。

　

こ
れ
ら
聖
職
者
顧
問
は
、
宮
廷
に
お
け
る
活
動
で
は
、
最
も
重
要
な
顧
問
の
人
数
が
示
す
よ
う
に
、
俗
人
顧
問
と
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
お
り
、

特
に
他
国
や
他
の
宮
廷
と
の
関
係
で
は
彼
ら
の
働
き
が
必
要
と
さ
れ
た
。
ま
た
彼
ら
の
中
で
は
と
り
わ
け
法
学
者
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
ま
で
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
に
も
、ま
た
そ
れ
以
前
の
ド
イ
ツ
国
王
宮
廷
に
も
、こ
れ
ほ
ど
の
数
の
法
学
者
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
な
く
、

国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
治
世
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
聖
職
者
顧
問
に
お
い
て
は
非
領
邦
的
要
素
が
優
越
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
れ
ら
聖
職
者
顧
問
は
、
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
死
後
も
、
な
お
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
と
の
つ
な
が
り
を
保
っ
た
の
で
あ
っ

（
（11
（

た
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
の
顧
問
と
し
て
は
、
彼
の
二
人
の
弟
（Pfalzgraf O

tto von M
osbach, Pfalzgraf Stephan von 

Zw
eibrücken

）
の
他
、
伯
や
フ
ラ
イ
ヘ
ル
な
ど
の
中
級
貴
族
で
は
、
中
ラ
イ
ン
地
方
の
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
伯
（
エ
ミ
ッ
ヒ
六
世
、
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
八
世
、
ヘ
ッ
ソ
、
ミ
ヒ
ェ
ル
）、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ン
伯
（
ヨ
ハ
ン
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
）、
ナ
ッ
サ
ウ
伯
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
）、
エ
ー

バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
（
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
一
世
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
）、
フ
ェ
ル
デ
ン
ツ
伯
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
）、
キ
ル
ブ
ル
ク
の
ヴ
ィ

ル
ト
グ
ラ
ー
フ
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ヨ
ハ
ン
三
世
）、
ザ
イ
ン
伯
（
ゲ
ア
ハ
ル
ト
）、
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
伯
（
イ
ェ
ル
グ
、
ヨ
ハ
ン
（
大
）、

ミ
ヒ
ェ
ル
一
世
）、
エ
ア
バ
ッ
ハ
（
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
一
〇
世
、
ハ
ン
ス
・
コ
ン
ラ
ー
ト
）、
イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
クIsenburg

（
ゼ
ル
テ
ィ
ン

Seltin

、
フ
ィ
リ
ッ
プ
）、
エ
ル
ザ
ス
お
よ
び
帝
国
西
部
境
界
の
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
伯
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
）、
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ル
シ
ュ
タ

イ
ンLützelstein

伯
（
ブ
ル
ク
ハ
ル
トBurckhart

）、
ラ
ポ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ンRappoltstein

（
ス
マ
ス
マ
ンSm

assm
an

）、
フ
ィ
ン

ス
テ
ィ
ン
ゲ
ンV

instingen

（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
、
フ
ー
ゲ
ル
マ
ンH

ugelm
ann

四
世
）、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
お
よ
び
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
エ
ッ

テ
ィ
ン
ゲ
ン
伯
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
）、
ツ
ォ
レ
ル
ンZollern

伯
（
ア
イ
テ
ル
フ
リ
ッ
ツEitelfritz

）、
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エ
（
ア
ル
ブ
レ
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ヒ
ト
）、
リ
ン
プ
ル
ク
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
）、
ヴ
ァ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
（
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
、
コ
ン
ラ
ー
ト
八
世
）、
中
東
ド
イ
ツ
の
ロ
イ
ス
・
フ
ォ

ン
・
プ
ラ
ウ
エ
ンReuss von Plauen (H

err zu Gera)

（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
）、
そ
の
他H

adnar (V
.) H

err zu Laber, Graf Johann von 

Sahnen
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
時
代
に
お
け
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
支
配
の
拡
大
を
も
反
映
し
て
、
地
理
的
に
広
い
範
囲
に

わ
た
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
比
較
的
多
く
顧
問
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
ヴ
ィ
ル
ト
グ
ラ
ー
フ
・
ヨ
ハ
ン
三
世
、
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

伯
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
一
世
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
シ
ェ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
エ
ア
バ
ッ
ハ
、
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
伯
エ
ミ
ッ
ヒ
六
世
、
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
伯
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
八
世
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ェ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
プ
ル
ク
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
、
コ
ン

ラ
ー
ト
八
世
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
な
ど
で
あ

（
（11
（

る
。
当
時
に
お
け
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
影
響
圏
の
中
核
を
反
映
す
る
も
の
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

　

下
級
貴
族
家
系
に
属
す
る
俗
人
と
し
て
は
、
フ
レ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンFleckenstein

（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
大
）、
ハ

イ
ン
リ
ヒ
（
小
））、
オ
ク
セ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンO

chsenstein

（
ヨ
ハ
ン
）、
ラ
ー
ト
ザ
ム
ス
ハ
ウ
ゼ
ンRathsam

hausen

（
エ
ゲ
ノ
ル

フEgenolf

、
ゲ
レ
ヒ
ェ
ン
スGerechens

、
リ
ュ
ッ
テ
ル
マ
ンLüttelm

ann)

と
い
っ
た
エ
ル
ザ
ス
の
家
系
や
、
レ
ン
ゲ
ン
フ
ェ
ル
ト

Lengenfeld

（
コ
ン
ラ
ー
ト
）、
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
クRosenberg

（
コ
ン
ラ
ー
ト
六
世
、
コ
ン
ラ
ー
ト
九
世
）
な
ど
の
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
家

系
の
名
が
見
え
る
他
、
特
に
バ
イ
ヤ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ッ
パ
ル
トBayer von Boppard

（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
コ
ン
ラ
ー
ト
）、
ケ
メ
ラ
ー
・
フ
ォ

ン
・
ダ
ル
ベ
ル
ク
（
デ
ィ
ー
タ
ー
、
ヨ
ハ
ン
一
〇
世
）、
ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
ス
ハ
イ
ム
（
ハ
ル
ト
マ
ン
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
）、
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト

（
ハ
ン
ス
、
ラ
バ
ン
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
二
世
、
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
四
世
、
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
五
世
（
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
シ
ュ

ル
ト
ハ
イ
ス
）、
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
（
マ
ル
シ
ャ
ル
））、
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン
（
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
二
世
、
ハ
ン
ス
五
世
、
ハ
ン
ス
六
世
、
フ
ィ

リ
ッ
プ
）、
ク
ネ
ー
ベ
ル
（
タ
ム
（
小
）、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
）、
ラ
ン
ト
シ
ャ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ッ
ハ
（
デ
ィ
ー
タ
ー
、
ク
ン
ツ
、

ハ
ン
ス
）、
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンRodenstein

（
コ
ン
ラ
ー
ト
、
ヘ
ル
マ
ン
二
世
、
ヘ
ル
マ
ン
四
世
）、
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
（
エ
ー
バ
ー
ハ
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ル
ト
、
ハ
ン
マ
ン
、
ハ
ン
ス
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
、
ス
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
）、
フ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン

（
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
、
ハ
ン
ス
（
大
）、
ハ
ン
ス
（
小
）、
ハ
ン
ス
（
マ
ル
シ
ャ
ル
）、
ハ
ン
ス
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
フ
ォ
ー
ク
ト
、
宮
廷
長
）、

ハ
ン
ス
（
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
）、
ハ
ン
ス
（
シ
ュ
タ
イ
ン
ス
ベ
ル
クSteinsberg

の
フ
ォ
ー
ク
ト
）、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー

ト
）
と
い
っ
た
中
ラ
イ
ン
、
と
り
わ
け
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウ
の
下
級
貴
族
家
系
が
多
く
の
顧
問
を
出
し
て
い
る
。
他
に
下
級
貴
族
出
自
の
俗
人

顧
問
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、W

erner von A
lbig, A

lbrecht Beger von Geispolsheim
, A

ltm
ann Bettendorffer 

(von Bettendorff), U
lrich Bettendorffer, Johann von Bilenstein, K

onrad Bock von Erffenstein (H
aushofm

eister zu 

H
eidelberg), H

erm
ann Boos von W

aldeck der Junge, Johann V
I. und Johann V

II. Boos von W
aldeck, H

enne von 

Breydenbronn, W
ilhelm

 von Braubach (genannt von A
ngelach), Em

ich von Burncze, Jeronim
us de Canali (H

ieronym
us 

da Canale), H
ans von D

egenberg, A
lbrecht von Egloffstein, H

artung (IV
.) von Egloffstein, Erensauw

e, H
ans von 

Erlickeim
 

〔Erligheim

〕, K
onrad von Erlickeim

 

〔Erligheim

〕, W
ilhelm

 von Falkenstein (V
ogt zu O

rtenberg), Philipp 

Flach von Schw
arzenberg,  H

einrich von Flegstein, Friedrich von Flörsheim
, A

lbrecht Freudenberger, H
einrich von 

Gertringen, Raban Giener, Friedrich von H
auben (Fridericus de M

itra), H
einrich von H

auben, Friedrich von H
attstatt, 

H
erm

ann H
irte von Sauw

elnheim
, W

yrich von H
om

burg, K
onrad von H

utten, Eberhard von Ingelheim
, Philipp von 

Ingelheim
, D

ieter Stephan von Inseltheim
, K

onrad von der K
apellen (H

aushofm
eister zu H

eidelberg), D
ieter K

olb von 

Boppard, Bernhard K
reis von Lindenfels, O

tm
an von Landsberg, K

onrad von Lengenfeld, Johann von Löw
enstein der 

Junge, Eberhard von M
enzingen, H

ans M
önch von Rosenberg, Ruprecht M

önch von Rosenberg, M
ichael M

ospach, 

Burckhard von M
ulnheim

, Eberhard von N
eipperg, H

einrich N
othafft von W

ernberg der Ä
ltere, H

ans von Parsberg, 

D
ieter (D

ietel) Ram
ung, W

ilhelm
 von Rechberg, H

ans von Riecheim
 (gen. M

arschall), Eberhard von Riedern, A
rnold 
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Schlieder von Lachen (K
üchenm

eister), W
alrab von Sponheim

, Johann von Stein, Siegfried (Syfried) von Stein bzw
. 

von O
berstein, W

olf von Stein zum
 K

lingenstein, Peter von Stetem
berg (Stetem

berger), Johann Sturm
feder, Bernold 

von T
alheim

 der A
lte, Friedrich von T

hann, W
alther von T

hann, Eberhard V
etzner von Geispolsheim

, Gilbrecht W
ais 

von Fauerbach, D
ietrich von W

asselnheim
, H

enne W
erberg von Lindenfels, Johann von W

ingarten, W
erner W

inter 

von A
lzey, H

ans W
interbecher, H

einrich W
olf von Sponheim

を
あ
げ
て
い

（
（11
（

る
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
は
、
一
四
二
六
年
に
聖
地
巡
礼
を
前
に
し
て
、
留
守
中
の
摂
政
を
つ
と
め
る
弟
オ
ッ
ト
ーO

tto von Pfalz-

M
osbach

の
補
佐
役
と
し
て
、
顧
問
会
議
を
設
置
し
た
が
、
そ
こ
に
は
上
述
の
俗
人
顧
問
の
う
ち
、
ナ
ッ
サ
ウ
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
ラ
イ

ニ
ン
ゲ
ン
伯
エ
ミ
ッ
ヒ
、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ン
伯
ヨ
ハ
ン
、
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
、
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
伯

イ
ェ
ル
グ
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エ
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
、
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヒ

ル
シ
ュ
ホ
ル
ン
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
、
タ
ム
・
ク
ネ
ー
ベ
ル
、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ッ
ツ
ナ
ー
・
フ
ォ

ン
・
ガ
イ
ス
ポ
ル
ス
ハ
イ
ムEberhard V

etzner von Geispolsheim

、
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンJohann von 

Löw
enstein

、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ヴ
ィ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ツ
ァ
イW

erner W
inther von A

lzey

、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・

ナ
イ
ペ
ル
グEberhard von N

eiperg

、
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
フ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン
、
ア
ル
ノ
ル
ト
・
シ
ュ
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ッ
ヘ
ン

A
rnold Schlieder von Lachen

が
属
し
て
い

（
（11
（

た
。
一
四
三
五
年
に
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
が
病
気
に
よ
り
統
治
能
力
を
失
う
と
い
う

状
況
の
中
で
、
妃
メ
ヒ
テ
ィ
ル
ト
と
弟
オ
ッ
ト
ー
ら
が
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
統
治
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
際
彼
ら
と
行
動
を
と
も
に

し
た
貴
族
た
ち
に
は
、
上
記
の
俗
人
顧
問
の
う
ち
、
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
伯
エ
ミ
ッ
ヒ
、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ン
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
ヴ
ェ

ル
ト
ハ
イ
ム
伯
ミ
ヒ
ェ
ル
、
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
、
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
伯
ヘ
ッ
ソ
、
ヴ
ィ
ル
ト
グ
ラ
ー
フ
・
ヨ
ハ
ン
、
ハ

ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ナ
イ
ペ
ル
グ
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
ク
ラ
イ
ス
フ
ォ
ン
・
リ
ン
デ
ン
フ
ェ
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ル
スBernhard K

reis von Lindenfels

、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ヴ
ィ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ツ
ァ
イ
、
ス
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ッ
キ

ン
ゲ
ン
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
フ
レ
ル
ス
ハ
イ
ムFriödrich von Flörsheim

、
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、

エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
リ
ー
デ
ル
ンEberhard von Riedern

、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
フ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン
、
ヘ
ン
ネ
・
ヴ
ェ

ル
ベ
ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
デ
ン
フ
ェ
ル
スH

enne W
erberg von Lindenfels

、
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ケ
メ
ラ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ル
ベ
ル
ク
、

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
フ
レ
グ
シ
ュ
タ
イ
ンH

einrich von Flegstein

、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン
、
ハ
ン
ス
・
フ
ォ

ン
・
フ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン
、
ハ
ル
ト
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
ス
ハ
イ
ム
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
レ
ン
ゲ
ン
フ
ェ
ル
トK

onrad 

von Lengenfeld

、
ハ
ン
ス
・
ラ
ン
ト
シ
ャ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ッ
ハ
が
含
ま
れ
て
い

（
（11
（

た
。
事
案
の
性
格
か
ら
言
っ
て
、
彼
ら
が

特
に
重
要
な
顧
問
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

聖
職
者
顧
問
と
し
て
は
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ベ
ッ
ク
（
フ
ェ
ル
デ
ン
司
教
）, 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ド
ー
ム
ネ
ッ
ク

Friedrich von D
om

neck

（
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
）, 

ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
フ
レ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンJohann von Fleckenstein

（
ヴ
ォ

ル
ム
ス
司
教
）, 

ラ
バ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
、
後
に
ト
リ
ー
ア
大
司
教
）, 

エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・

フ
ォ
ン
・
ザ
イ
ン
ス
ハ
イ
ムEberhard von Seinsheim

（
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
ド
イ
ツ
地
区
長D

eutschm
eister

）, 

ム
ー
ル
バ
ッ
ハ

M
urbach

修
道
院
長
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム, Ludw

ig von A
st, N

ikolaus (Petri) von Bettenberg (

教
会
法
博
士D

octor decretorum
), 

Gerhard Brant de D
avantria, Johannes von Frankfurt (Lagenator de D

ieburg), H
einrich von Gulpen, Bartholom

äus 

von H
erckenrode von St.T

rond, H
einrich von H

ohenberg, Johannes K
irchen (K

irchheim
) der Ä

ltere, Johannes K
irchen 

(K
irchheim

) der Jüngere, K
onrad Coler von Soest, H

eyso K
rauw

el von D
ransfeld, Ludw

ig von M
aastricht (Ludw

ig von 

dem
 Busche), Johannes de N

oet, Johannes Risen, W
inand von Steeg, O

tto von Stein (

教
会
法
博
士), Peter von Stein (

両

法
博
士D

octor utriusque iuris, 

上
級
書
記), D

ietm
ar T

reyssa von Fritzlar, Job V
ener, Reinbold V

ener, W
ilhelm

 Pfarrer 
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zu H
eidelberg, Johannes Sartoris (von) W

einheim

が
あ
げ
ら
れ

（
（11
（

る
。
こ
の
う
ち
、
上
述
の
よ
う
に
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・

ア
ス
ト
は
一
四
三
〇
年
代
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
治
世
末
期
に
書
記
局
長
の
タ
イ
ト
ル
を
帯
び
て
お
り
、
ま
た
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ

タ
イ
ン
と
ヨ
ハ
ネ
ス
・
サ
ル
ト
リ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ
ム
は
上
級
書
記
の
タ
イ
ト
ル
を
帯
び
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
聖
職
者
顧
問
の
う
ち
、
上
述
の
一
四
二
六
年
の
顧
問
会
議
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
ラ
バ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル

ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ザ
イ
ン
ス
ハ
イ
ム
で
あ
り
、
一
四
三
五
年
の
決
定
に
加
わ
っ
て
い
る
の
は
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス

司
教
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
で
あ

（
（11
（

る
。

　

彼
ら
の
中
に
は
、
ヨ
ブ
・
フ
ェ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ベ
ッ
ク
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ス
ト
、

N
ikolaus von Bettenberg, H

einrich von Gulpen, Bartholom
äus von H

erckenrode von St.T
rond, Johannes K

irchen 

der Jüngere, H
eyso K

rauw
el von D

ransfeld, Ludw
ig von M

aastricht, Johannes de N
oet, Johannes Risen, W

inand von 

Steeg, O
tto von Stein, Peter von Stein, D

ietm
ar T

reyssa von Fritzlar, Reinbold V
ener

な
ど
多
く
の
学
識
法
曹
が
い
る
。

一
方
、Gernard Brant de D

avantria, Johannes von Frankfurt, H
einrich von H

ohenberg, K
onrad Coler von Soest

は

神
学
の
学
位
を
持
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
う
ち
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ス
ト
、N

ikolaus von Bettenberg, Gerhard Brant 

de D
avantria, Johannes von Frankfurt, H

einrich von Gulpen, Bartholom
äus von H

erckenrode von St.T
rond, H

einrich 

von H
ohenberg, Johannes K

irchen der Jüngere, K
onrad Coler von Soest, H

eyso K
rauw

el von D
ransfeld, Ludw

ig von 

M
aastricht, Johannes de N

oet, Johannes Risen, W
inand von Steeg, O

tto von Stein, Peter von Stein, D
ietm

ar T
reyssa 

von Fritzlar, 

ヨ
ブ
・
フ
ェ
ー
ナ
ー
、Reinbold V

ener

は
、
勉
学
・
学
位
取
得
・
教
育
な
ど
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
と
関
係
を
持
っ

て
い
た
。

　

ま
た
、
彼
ら
の
う
ち
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ベ
ッ
ク
、
ラ
バ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、N

ikolaus von 
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Bettenberg, K
onrad Coler von Soest, Johannes de N

oet, 

ヨ
ハ
ネ
ス
・
サ
ル
ト
リ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ
ム
は
、
前
述

の
よ
う
に
既
に
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
に
仕
え
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
も
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、Johannes K

irchen der Ä
ltere

は
、
ヴ
ェ

ン
ツ
ェ
ル
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
三
代
の
宮
廷
（
裁
判
所
）
書
記
局
で
活
動
し
た
。

　

こ
れ
ら
顧
問
の
中
か
ら
は
、
各
地
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
な
ど
重
要
な
地
方
行
政
の
役
職
に
任
命
さ
れ
る
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ

（
（11
（

る
。

　

ま
た
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ス
ト
は
、
一
四
三
六
年
か
ら
一
四
三
七
年
に
か
け
て
一
時
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
フ
ォ

ン
・
エ
ア
バ
ッ
ハD

ietrich von Erbach

の
書
記
局
で
や
は
り
書
記
局
長
と
し
て
活
動
し
た
後
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
へ
の
奉
仕
に
復
帰
し
て
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
も
と
で
書
記
局
長
の
タ
イ
ト
ル
を
帯
び
た
。
こ
の
行
動
に
は
、
一
四
三
五
年
の
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
プ
フ
ァ
ル
ツ

－

モ

ス
バ
ッ
ハO

tto von Pfalz-M
osbach

ら
に
よ
る
病
身
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
か
ら
の
支
配
権
奪
取
と
翌
年
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
死

が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
は
中
ラ
イ
ン
地
方
に
お
け
る
領
邦
政
治
的
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
で
あ
っ

た
が
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ス
ト
は
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
位
を
め
ぐ
る
紛
争
の
仲
裁
な
ど
を
通
じ
て
大
司
教
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
な
ど

マ
イ
ン
ツ
側
に
も
そ
の
人
物
を
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

（
（11
（

る
。
彼
の
ケ
ー
ス
は
、
と
り
わ
け
法
学
な
ど
の
学
位
保
持
者
が
あ
ち
こ

ち
の
宮
廷
で
活
動
す
る
余
地
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
世
後
期
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
お
け
る
顧
問
は
、
そ
の
制
度
化
の
程
度
の
低
さ
を
反
映
し
て
、
き
わ
め
て
多
彩
な
構
成
を
示
し

た
。
一
方
で
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
が
帝
国
国
制
と
中
ラ
イ
ン
・
上
ラ
イ
ン
地
方
な
ど
で
有
し
た
高
い
地
位
を
背
景
と
し
て
、
司
教
や
グ
ラ
ー
フ
・

ヘ
ル
が
宮
中
伯
と
密
接
な
顧
問
と
し
て
登
場
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
ラ
イ
ン
地
方
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
関
係
の
深
い
下
級
貴
族
家
門
の
出
身

者
、
と
り
わ
け
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン
、
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
エ
ル
リ
グ
ハ
イ
ム
、
ラ
ン
ト
シ
ャ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ッ
ハ
、
ジ
ッ

キ
ン
ゲ
ン
、
フ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン
な
ど
の
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウK

raichgau

の
諸
家
門
の
メ
ン
バ
ー
が
、
数
多
く
姿
を
見
せ

（
（11
（

た
。
こ
う
し
た
プ
フ
ァ

ル
ツ
的
特
徴
と
並
ん
で
、
学
識
化
の
進
展
と
い
う
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
宮
廷
や
多
く
の
領
邦
宮
廷
で
見
ら
れ
た
傾
向
も
ま
た
、
宮
中
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伯
の
宮
廷
で
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

⒟　

宮
廷
裁
判
所

　

領
邦
君
主
の
も
と
で
行
わ
れ
る
裁
判
は
、
領
邦
支
配
の
発
達
の
重
要
な
一
分
野
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
で
中
央

裁
判
所
の
制
度
化
が
行
わ
れ
る
の
は
、
多
く
の
場
合
一
五
世
紀
も
か
な
り
遅
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ

（
（12
（

た
。

　

プ
フ
ァ
ル
ツ
で
は
一
四
世
紀
か
ら
、
宮
中
伯
の
も
と
で
レ
ー
ン
裁
判
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
宮
中
伯
や
そ
の
顧
問
に
よ
る

仲
裁
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、こ
う
し
た
裁
判
活
動
は
、長
く
制
度
化
さ
れ
な
か
っ

（
（12
（

た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
時
代
に
は
、

宮
廷
裁
判
所
の
存
在
を
示
す
史
料
は
見
あ
た
ら
な

（
（12
（

い
。
し
か
し
一
五
世
紀
に
入
る
と
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
も
と
で
は
、
宮
中
伯
の
宮
廷

で
行
わ
れ
る
裁
判
や
仲
裁
に
し
ば
し
ば
学
識
法
曹
が
関
与
し

（
（12
（

た
。
特
に
当
事
者
が
教
会
や
都
市
の
場
合
に
、そ
う
し
た
例
は
多
く
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
前
史
を
経
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
は
、
一
四
六
二
年
に
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
も
と
で
、
宮
廷
裁
判
所
が
最
上
級
裁
判
所

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
母
体
に
な
っ
た
の
は
、
古
い
レ
ー
ン
裁
判
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
、
既
に
こ
の
と
き

に
宮
廷
裁
判
所
規
則
を
制
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
手
本
に
し
て
、
宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
も
と
で
、
伝
存
す
る
中
で
は
最
古
の
宮
廷

裁
判
所
規
則
が
一
四
八
〇
年
ご
ろ
に
定
め
ら
れ

（
（12
（

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
年
四
回
定
期
的
に
開
か
れ
る
。
裁
判
長
が
訴
訟
手
続
を
指

揮
す
る
。
実
際
に
判
決
内
容
を
決
定
す
る
六
人
の
陪
席
裁
判
官
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
二
な
い
し
三
人
は
学
識
法
曹
で
あ
る
べ
き
こ
と
と
さ

れ
た
。
そ
れ
以
外
の
裁
判
官
は
、
通
常
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
と
関
係
の
深
い
ラ
イ
ン
地
方
の
下
級
貴
族
か
ら
出
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
実
際
の

裁
判
で
は
更
に
多
数
の
陪
席
裁
判
官
が
関
与
し
た
し
、
会
期
以
外
に
も
裁
判
所
は
開
か
れ
得
た
。
そ
の
限
り
で
宮
廷
裁
判
所
規
則
と
実
務
と

の
間
に
は
差
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
と
り
わ
け
重
大
な
ケ
ー
ス
で
は
、顧
問
や
宮
廷
役
職
保
持
者
が
裁
判
に
加
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

宮
廷
裁
判
所
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
レ
ー
ン
・
保
護
関
係
に
あ
る
貴
族
の
た
め
の
一
審
裁
判
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
内
の
裁
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判
所
か
ら
の
上
訴
を
受
け
付
け
る
上
訴
裁
判
所
と
し
て
機
能
し
た
。
一
方
、
宮
廷
裁
判
所
か
ら
宮
中
伯
本
人
へ
の
上
訴
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
宮
廷
裁
判
所
に
は
、
例
え
ば
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
市
や
ヴ
ィ
ン
プ
フ
ェ
ン
市
な
ど
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
外
の
当
事
者
が
、
宮
廷

で
の
仲
裁
や
調
停
を
求
め
て
事
件
を
持
ち
込
む
こ
と
も
あ
っ

（
（12
（

た
。
宮
廷
裁
判
所
は
、
上
述
の
陪
席
裁
判
官
の
構
成
に
関
す
る
規
定
が
示
す
よ

う
に
、
既
に
設
立
時
点
か
ら
学
識
法
、
特
に
ロ
ー
マ
法
の
影
響
の
も
と
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
傾
向
は
時
と
と
も
に
ま
す
ま
す
強
ま
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
領
邦
の
中
央
裁
判
所
の
設
立
は
、
領
邦
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
裁
判
権
を
君
主
の
も
と
に
統
合
し
、
全
体
を
秩
序
づ
け
よ
う
と
す

る
統
治
者
側
の
意
思
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
の
世
俗
裁
判
所
の
分
野
で
は
よ
う
や
く
一
五
世
紀
後
半
に
な
っ
て
普
及
し
た

上
訴
と
い
う
仕
組
み
が
、
重
要
な
手
段
と
な
っ
た
。
一
四
世
紀
の
仲
裁
に
お
い
て
、
宮
中
伯
の
も
と
で
の
裁
判
管
轄
が
当
事
者
の
個
別
的
合

意
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
一
五
世
紀
後
半
に
は
、
特
定
の
制
度
的
管
轄
を
有
す
る
下
位
の
諸
裁
判
所
が
、
宮
廷
裁
判
所

の
上
訴
管
轄
の
も
と
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

⒠　

中
央
の
財
務
行

（
（12
（

政

　

ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
で
は
、
後
述
の
よ
う
な
地
方
官
の
会
計
報
告
等
を
管
理
す
る
宮
廷
役
職
は
、
北
西
部
の
エ
ノ
ー
（
ヘ
ン
ネ
ガ
ウ
）
や
ゲ

ル
デ
ル
ン
、
お
よ
び
最
南
部
の
テ
ィ
ロ
ー
ル
な
ど
で
最
も
早
く
、
一
三
世
紀
末
に
は
登
場
し
た
。
一
四
世
紀
前
半
に
は
ク
レ
ー
フ
ェ
、
ユ
ー

リ
ッ
ヒ
、
ケ
ル
ン
大
司
教
領
と
い
っ
た
下
ラ
イ
ン
の
領
邦
で
も
現
れ
る
。
一
方
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
は
、
同
様
の
展
開
は
そ
れ
よ
り
か
な
り
遅
れ

て
見
ら
れ

（
（12
（

る
。

　

こ
の
分
野
に
つ
い
て
本
格
的
な
整
備
が
進
ん
だ
の
は
、
宮
廷
裁
判
所
の
場
合
と
同
様
、
や
は
り
一
五
世
紀
後
半
の
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

一
世
の
時
代
で
あ

（
（12
（

る
。
一
四
六
七
年
以
後
、
各
種
の
収
入
は
地
方
の
ア
ム
ト
へ
で
は
な
く
、
直
接
中
央
の
財
務
部
門
に
払
い
込
ま
れ
る
こ
と
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（
１
）
中
世
後
期
の
国
王
宮
廷
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
文
献
と
し
て
、Peter M

o
ra
w, K

önigliche V
erw

altung im
 einzelnen, in: K

urt G. 
A
. Jeserich u. a. (H

g.), D
eutsche V

erw
altungsgeschichte, Bd. 1: V

om
 Spätm

ittelalter bis zum
 Ende des Reiches, Stuttgart 

1983, S. 31－
53. 

ま
た
、
領
邦
の
宮
廷
諸
部
門
の
発
達
に
つ
い
て
、D

ietm
ar W

illo
w
eit, D

ie Entw
icklung und V

erw
altung der 

spätm
ittelalterlichen Landesherrschaft, in: Ebenda, S. 66－

143, S. 105－
118. 

基
本
的
な
研
究
案
内
と
し
て
、W

erner P
a
ra
v
icin

i, 
D
ie ritterlich－

höfische K
ultur des M

ittelalters (Enzyklopädie D
eutscher Geschichte, Bd. 32), 3. A

ufl., M
ünchen 2011. 

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
・
諸
侯
宮
廷
に
関
す
る
近
年
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
は
、Christian L

a
ck
n
er, H

of und H
errschaft. Rat, 

K
anzlei und Regierung der österreichischen H

erzöge (1365－
1406), (M

itteilungen des Instituts für Ö
sterreichische 

Geschichtsforschung, Ergänzungsbd. 41), W
ien/M

ünchen 2002; V
olker H

irsch, D
er H

of des Basler Bischofs Johannes 
von V

enningen (1458－
1478). V

erw
altung und K

om
m
unikation, W

irtschaftsführung und K
onsum

, (Residenzenforschung, 
B
d. 16), O

stfildern 2004; A
ndreas B

ih
r
e
r, D

er K
onstanzer B

ischofshof im
 14. Jahrhundert. H

errschaftliche, soziale 
und kom

m
unikative A

spekte, (Residenzenforschung, Bd. 18), O
stfildern 2005; Irm

gard B
iersa

ck, D
ie H

ofhaltung der 
„reichen H

erzöge“ von Bayern-Landshut, (Regensburger Beiträge zur Regionalgeschichte, Bd. 2), Regensburg 2006. 

一

般
向
け
の
概
観
と
し
て
、K

arl－
H
einz S

piess, Fürsten und H
öfe im

 M
ittelalter, D

arm
stadt 2008. W

erner Paravicini

を

中
心
と
す
る
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
ア
カ
デ
ミ
ー
のResidenzen－

K
om

m
ission

の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
論
文
集
と
し
て
、W

erner 

と
な
っ
た
。
一
四
六
四
年
以
降
、
中
央
に
お
け
る
財
務
責
任
者
と
し
て
財
務
長Rentm

eister

が
史
料
に
現
れ
る
が
、
彼
が
地
方
か
ら
の
収

入
を
受
け
取
り
、会
計
報
告
を
聴
取
し
、地
方
役
人
を
監
督
し
、従
来
か
ら
存
在
し
た
財
庫
長K

am
m
erm

eister

と
と
も
に
決
算
を
行
っ
た
。

一
四
七
二
年
に
は
会
計
長Rechenm

eister

が
置
か
れ
、
会
計
書
記Rechenschreiber

と
と
も
に
書
記
局
の
会
計
室Rechenstube

で

会
計
実
務
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
部
局
は
、
そ
の
後
近
世
に
会
計
局Rechenkam

m
er

へ
と
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
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P
a
ra
v
icin

i (H
g.), A

lltag bei H
ofe, (Residenzenforschung, Bd. 5), Sigm

aringen 1995; D
ers., (H

g.), Zerem
oniell und Raum

, 
(Residenzenforschung, Bd. 6), Sigm

aringen 1997; H
olger K

ru
se und W

erner P
a
ra
v
icin

i (H
g.), H

öfe und H
ofordnungen 

1200－
1600, (R

esidenzenforschung, B
d.10), Sigm

aringen 1999; Jan H
ir
sc
h
b
ie
g
e
l und W

erner P
a
r
a
v
ic
in
i (H

g.), D
as 

Frauenzim
m
er. D

ie Frau bei H
ofe in Spätm

ittelalter und früher N
euzeit, (Residenzenforschung, Bd. 11), Stuttgart 2000; 

W
erner P

a
ra
v
icin

i und Jörg W
et
t
la
u
fer (H

g.), Erziehung und Bildung bei H
ofe, (Residenzenforschung, Bd. 13), Stuttgart 

2002; Jan H
irsch

biegel und W
erner P

a
ra
v
icin

i (H
g.), D

er Fall des Günstlings. H
ofparteien in Europa vom

 13. bis zum
 

17. Jahrhundert, (Residenzenforschung, Bd. 17), O
stfildern 2004; W

erner P
a
ra
v
icin

i und Jörg W
et
t
la
u
fer (H

g.), D
er H

of 
und die Stadt. K

onfrontation, K
oexistenz und Integration in Spätm

ittelalter und früher N
euzeit, (Residenzenforschung, 

Bd. 20), O
stfildern 2006; Gerhard F

o
u
q
u
e
t u. a. (H

g.), H
ofw

irtschaft. Ein ökonom
ischer Blick auf H

of und Residenz 
in Spätm

ittelalter und früher N
euzeit, (Residenzenforschung, Bd. 21), O

stfildern 2008; W
erner P

a
r
a
v
ic
in
i und Jörg 

W
e
t
t
la
u
f
e
r (H

g.), V
orbild－

A
ustausch－

K
onkurrenz. H

öfe und R
esidenzen in der gegenseitigen W

ahrnehm
ung, 

(Residenzenforschung, Bd. 23), O
stfildern 2010; Jan H

irsch
biegel u. a. (H

g.), Städtisches Bürgertum
 und H

ofgesellschaft. 
K
ulturen integrativer und konkurrierender Beziehungen in Residenz- und H

auptstädten vom
 14. bis ins 19. Jahrhundert, 

(Residenzenforschung, Bd. 25), O
stfildern 2012. 

国
王
お
よ
び
諸
侯
の
宮
廷
に
つ
い
て
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、W

erner P
a
ra
v
icin

i 
(H

g.), H
öfe und Residenzen im

 spätm
ittelalterlichen Reich. Ein dynastisch－

topographisches H
andbuch. T

eilbd. 1: D
ynastien 

und H
öfe, T

eilbd. 2: Residenzen, (Residenzenforschung, Bd. 15.Ⅰ
), O

stfildern 2003; W
erner P

a
ra
v
icin

i (H
g.), H

öfe und 
Residenzen im

 spätm
ittelalterlichen Reich. Bilder und Begriffe, T

eilbd. 1: Begriffe, T
eilbd. 2: Bilder, (Residenzenforschung, 

Bd. 15. II), O
stfildern 2005. 

そ
の
他
の
論
文
集
と
し
て
は
、Josef F

leck
en
st
ein (H

g.), Curialitas. Studien zu Grundfragen der 
höfisch-ritterlichen K

ultur, (V
eröffentlichungen des M

ax-Planck-Instituts für Geschichte, Bd. 100), Göttingen 1990; Peter 
M
o
ra
w
 (H

g.), D
eutscher K

önigshof, H
oftag und Reichstag im

 späten M
ittelalter (V

orträge und Forschungen, Bd. 48), 
Stuttgart 2002; Cordula N

o
lt
e u.a. (H

g.), Principes. D
ynastien und H

öfe im
 späten M

ittelalter, (Residenzenforschung, 
Bd.14), Stuttgart 2002; T

hom
as Z

o
t
z (H

g.), Fürstenhöfe und ihre A
ußenw

elt. A
spekte gesellschaftlicher und kultureller 

Identität im
 deutschen Spätm

ittelalter, (Identitäten und A
lteritäten, Bd. 16), W

ürzburg 2004; Carola F
ey u. a. (H

g.), 
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M
ittelalterliche Fürstenhöfe und ihre Erinnerungskulturen, (Form

en der Erinnerung, Bd. 27), Göttingen 2007; W
erner 

Rö
sen
er/ Carola F

ey (H
g.), Fürstenhof und Sakralkultur im

 Spätm
ittelalter, (Form

en der Erinnerung, Bd. 35), Göttingen 
2008; Reinhardt B

u
t
z u. a. (H

g.), H
of und T

heorie. A
nnäherungen an ein historisches Phänom

en, (N
orm

 und Struktur. 
Studien zum

 sozialen W
andel in M

ittelalter und früher N
euzeit, Bd. 22), K

öln u. a. 2004; Reinhard B
u
t
z, Jan H

irsch
biegel 

(H
g.), H

of und M
acht. D

resdner G
espräche II zur T

heorie des H
ofes, (V

ita curialis. F
orm

 und W
andel höfischer 

H
errschaft, Bd. 1), Berlin 2007; D

ie
s., (H

g.), Inform
elle Strukturen. D

resdener Gespräche III zur T
heorie des H

ofes, 
(V

ita curialis. Form
 und W

andel höfischer H
errschaft, Bd. 2), Berlin 2009; Peter R

ü
ck
ert (H

g.), D
er w

ürttem
bergische 

H
of im

 15. Jahrhundert. Beiträge einer V
ortragsreihe des A

rbeitskreises für Landes- und O
rtsgeschichte, Stuttgart, 

(V
eröffentlichungen der K

om
m
ission für geschichtliche Landeskunde in Baden-W

ürttem
berg, Reihe B: Forschungen, Bd. 

167), Stuttgart 2006; Gerhard A
mm

erer u. a. (H

g.), H
öfe und Residenzen geistlicher Fürsten. Strukturen, Regionen und 

Salzburgs Beispiel in M
ittelalter und N

euzeit, (Residenzenforschung, Bd. 24), O
stfildern 2010. 

そ
の
他
、
個
別
論
文
と
し
て
、

例
え
ば
、W

ilhelm
 Ja

n
ssen, Beobachtungen zur Struktur und Finanzierung des kurkölnischen H

ofes im
 späten 14. und 

frühen 15. Jahrhundert, in: Rhvjbll 69 (2005), S. 104－
127. 

（
２
）
中
世
中
期
の
国
王
宮
廷
に
関
し
て
、
西
川
洋
一
「
一
二
世
紀
ド
イ
ツ
王
権
の
宮
廷
─
─
そ
の
構
造
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題
」
渡
辺
節
夫

編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
権
力
編
成
と
展
開
』（
二
〇
〇
三
年　

東
京
大
学
出
版
会
）
七
九－

一
一
六
頁
、
服
部
良
久
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
・

バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
宮
廷
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
─
─
儀
礼
・
争
い
・
秩
序
─
─
」『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
五
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）

二
〇
一－

二
四
九
頁
。

（
３
）
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
宮
廷
に
つ
い
て
一
般
的
に
は
、Birgit S

t
u
d
t, A

rt. Pfalz, in: W
erner P

a
ra
v
icin

i (H
g.), H

öfe, T
eilbd. l : 

D
ynastien und H

öfe

（
注
１
）, S. 440－

446; W
erner R

ö
sen

er, H
ofleben und H

oforganisation im
 W

andel. Fürstenhöfe des 
Spätm

ittelalters in K
onkurrenz und A

npassung, in: W
. P
a
ra
v
icin

i u. J. W
et
t
la
u
fer, V

orbild

（
注
１
）, S. 157－

172, S. 159 ff. 

な
お
、
宮
中
伯
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
宮
廷
に
つ
い
て
は
、
中
世
後
期
の
間
は
、
宮
廷
規
則H

ofordnung

は
制
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
中
世
後

期
ド
イ
ツ
の
宮
廷
規
則
に
関
し
て
は
、H

. K
ru
se und W

. P
a
ra
v
icin

i (H
g.), a.a.O

. 

（
注
１
）
お
よ
びW

olfgang W
ü
st, H

of und Policey. 
D
eutsche H

ofordnungen als M
edien politisch-kulturellen N

orm
enaustausches vom

 15. bis zum
 17. Jahrhundert, in: W

. 
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P
a
ra
v
icin

i u. J. W
et
t
la
u
fer (H

g.), V
orbild

（
注
１
）, S. 115－

134. 

を
参
照
。

（
４
）
宮
廷
役
職
全
般
に
つ
い
て
は
、K

urt A
n
d
erm

a
n
n, A

rt. H
ofäm

ter, in: H
RG, 2. A

ufl., Bd. 2, Berlin, 2012, Sp. 1077 ff. 

中
世
中

期
の
諸
侯
宮
廷
に
お
け
る
宮
廷
役
職
の
登
場
に
つ
い
て
は
、W

erner R
ö
sen
er, H

ofäm
ter an m

ittelalterlichen Fürstenhöfen, in: 
D
eutsches A

rchiv für Erforschung des M
ittelalters 45 (1989), S. 485－

550, 

プ
フ
ァ
ル
ツ
以
外
の
領
邦
の
宮
廷
役
職
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、W

ilhelm
 A

. E
ck
h
a
rd
t, D

ie hessischen Erbhofäm
ter, in: H

essisches Jahrbuch für Landesgeschichte 41 (1991), S. 
85－

104; K
urt A

n
d
erm

a
n
n, D

ie H
ofäm

ter der Bischöfe von Speyer, in: ZGO
 140 (1992), S. 127－

187; Claus－
Peter H

a
sse, 

D
ie w

elfischen H
ofäm

ter und die w
elfische M

inisterialität in Sachsen. Studien zur Sozialgeschichte des 12. und 13. 
Jahrhunderts, (H

istorische Studien, Bd. 443), H
usum

 1995; W
erner K

u
n
d
ert, D

ie Erbhofäm
ter des H

ochstifts K
onstanz in 

neuerer Zeit, in: ZGO
 149 (2001), S. 163－

197; Christian L
a
ck
n
er, a. a. O

.（
注
１
）, S. 56－

114. 

中
世
中
期
・
後
期
の
国
王
宮
廷
に

お
け
る
宮
廷
役
職
に
つ
い
て
は
、
特
にPeter M
o
ra
w, V

erw
altung,（

注
１
） S. 35 f.; Ernst S

ch
u
bert, Erz- und Erbäm

ter am
 hoch- 

und spätm
ittelalterlichen K

önigshof, in: P. M
o
ra
w (H

g.), a. a. O
.（

注
１
）, S. 191－

237.

（
５
）
概
論
と
し
て
、M

einrad S
ch
a
a
b, D

ie Festigung der pfälzischen T
erritorialm

acht im
 14. Jahrhundert, in : H

ans P
a
t
ze (H

g.), 
D
er deutsche T

erritorialstaat im
 14. Jahrhundert, Bd. 2, (V

orträge und Forschungen, Bd. 14), Sigm
aringen 1971, S. 171

－

197, S. 190 ; D
ers, Geschichte der K

urpfalz, Bd. 1 : M
ittelalter, Stuttgart u. a. 1988, S. 118. 

近
世
ま
で
及
ぶ
研
究
と
し
て
、

Eberhard K
la
fk
i, D

ie kurpfälzischen Erbhofäm
ter. M

it einem
 Ü

berblick über die bayerischen E
rbhofäm

ter unter den 
w
ittelsbachischen H

erzögen bis zur T
rennung der Pfalz von Bayern 1329 (V

eröffentlichungen der K
om

m
ission für 

geschichtliche Landeskunde in Baden-W
ürttem

berg, Reihe B: Forschungen, Bd. 35), Stuttgart 1966.

（
６
）S. H

o
fm
a
n
n, U

rkundenw
esen

（
注
31
）, S. 41 f.; E. K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 39, 57 ff. 

プ
フ
ァ
ル
ツ
のT

ruchsess

職
自
体
は
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
が
ラ
イ
ン
宮
中
伯
と
な
る
以
前
の
一
一
九
〇
年
に
、
初
め
て
史
料
に
現
れ
る
。E. K

la
fk
i, a. a. O

., S. 37.

（
７
）S. H
o
fm
a
n
n, U

rkundenw
esen

（
注
31
）, S. 73 f.; E. K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 80 f.

（
８
）S. H

o
fm
a
n
n, U

rkundenw
esen

（
注
31
）, S. 112 ff.; A

. S
prin

k
a
rt, K

anzlei 

（
注
31
）, S. 187 ff.; E. K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 39 ff., 

60 ff., 82 ff. E. K
la
fk
i, a. a. O

., S. 84 

は
、
既
に
一
二
五
〇
年
代
か
ら
一
二
七
〇
年
代
に
、M

arschall

職
が
ヴ
ィ
ル
ト
グ
ラ
ー
フW

ildgraf

に
授
与
さ
れ
た
と
推
定
す
る
が
、史
料
上
の
根
拠
は
確
実
で
な
い
。多
く
の
宮
廷
で
宮
廷
役
職
が
、特
定
の
宮
廷
業
務
遂
行
と
の
結
び
つ
き
を
失
っ
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て
名
誉
職
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、K

. A
n
d
erm

a
n
n, A

rt. H
ofäm

ter 

（
注
４
）
参
照
。

（
９
）E. K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 40 ff. 

こ
の
家
系
に
関
し
て
は
、H

ans－
Jürgen B

reu
er, D

ie politische O
rientierung von M

inisterialität 
und N

iederadel des W
orm

ser Raum
es im

 Spätm
ittelalter, (Q

uellen und Forschungen zur hessischen Geschichte 111), 
D
arm

stadt und M
arburg 1997, S. 373 ff.

（
10
）E. K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 62 f. 

エ
ア
バ
ッ
ハ
家
と
オ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
トO

denw
ald

に
お
け
る
そ
の
支
配
形
成
に
関
し
て
は
、K

arl 
E. D

em
a
n
d
t, Geschichte des Landes H

essen, 2.A
ufl., K

assel 1972, S. 490 ff.; Elisabeth K
leberger, T

erritorialgeschichte 
des hinteren O

denw
alds, (Q

uellen und Forschungen zur hessischen Geschichte 19), D
arm

stadt 1958, S. 53 ff.; U
li S

t
eiger, 

Zw
ischen königlichen Schenkenam

t und pfalzgräflichen K
lientel. D

ie Schenken von Erbach, in: K
urt A

n
d
erm

a
n
n und 

Clem
ens Jo

o
s (H

g.), Grafen und H
erren in Süddeutschland vom

 12. bis ins 17. Jahrhundert, Epfendorf 2006, S. 169－
193; 

D
ers., A

rt. Erbach, in: W
erner P

a
ra
v
icin

i (H
g.), H

öfe und Residenzen im
 spätm

ittelalterlichen Reich. Grafen und H
erren. 

2 T
eilbde., (Residenzenforschung, Bd. 15. Ⅳ

), 2012 O
stfildern, T

bd. 1, S. 387

－404.

（
11
）E. K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 46 ff.; J. S

piegel, K
anzlei, T

. 1, S. 307 ff. 

一
三
六
三
年
に
は
、Johann von Scharfeneck

が
み
ず
か

ら
初
め
てErbtruchsess

の
タ
イ
ト
ル
を
用
い
て
い
る
。E. K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 48. 

な
お
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
に
お
け
る
宮

廷
名
誉
職
全
般
に
つ
い
て
は
、Johann K

o
lb, H

eidelberg. D
ie Entstehung einer landesherrlichen Residenz im

 14. Jahrhundert, 
(Residenzforschung, Bd. 8), Sigm

aringen 1999, S. 118 ff. 

も
参
照
。

（
12
）E. K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 49.

（
13
）J. S

piegel, K
anzlei 

（
注
31
）, T

. 1, S. 311 ff.; E. K
la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 63 ff. 

（
14
）J. S

piegel, K
anzlei 

（
注
31
）, T

. 1, S. 320 ff.; E. K
la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 86 f. 

多
岐
に
枝
分
か
れ
し
た
ヴ
ィ
ル
ト
グ
ラ
ー
フ
家
門
全

体
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、A

lexander T
h
o
n, A

rt. W
ild- und Rheingrafen, in: W

. P
a
ra
v
icin

i (H
g.), Grafen 

（
注
10
）, T

bd. 2, S. 
1664－

1680.

（
15
）E. K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 50 ff.

（
16
）E .K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 66 ff. 

な
お
近
世
のSchenk

職
と
エ
ア
バ
ッ
ハ
家
に
つ
い
て
は
、E. K

la
fk
i, a. a. O

., S. 70 ff.

（
17
）E. K

la
fk
i, a. a. O

.（
注
５
）, S. 87 ff.
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（
18
）M

. S
ch
a
a
b, Festigung （

注
５
）, S. 190 ; D

ers., Geschichte （
注
５
）, S. 118 

ま
たV

olker P
ress, Calvinism

us und T
erritorialstaat. 

Regierung und Zentralbehörden der K
urpfalz 1559－

1619, (K
ieler H

istorische Studien, Bd. 7), Stuttgart 1970, S. 27 f. 

も
参
照
。

（
19
）J. S

piegel, K
anzlei 

（
注
31
）, T

. 1, S. 325 ff. 

な
お
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
時
代
のH

ofm
eister

そ
の
他
の
宮
廷
役
職
に
つ
い
て
は
、J. 

K
o
lb, H

eidelberg 

（
注
11
）, S. 121 ff. 

も
参
照
。
こ
れ
ら
家
門
の
う
ち
、Landschad von Steinach 

に
つ
い
て
は
、H

.－
J. B

reu
er, a. a. 

O
.（

注
９
）, S. 320 ff.; Robert Irsch

lin
ger, Zur Geschichte der H

erren von Steinach und der Landschaden von Steinach, in: 
ZGO

 86 (1934), S.421－
508, Erligheim

に
つ
い
て
は
、H

.－
J. B

reu
er, a. a. O

.（
注
９
）, S. 341 ff.,

（
同
家
系
は
一
四
世
紀
末
以
降
は
、

宮
中
伯
の
も
と
で
余
り
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
な
く
な
っ
た
）
を
参
照
。

（
20
）Peter M

o
ra
w, Beam

tentum
 und Rat K

önig Ruprechts, in: ZGO
 116 (1968), S. 59－

126, S. 64. H
irschhorn

に
つ
い
て
は
、H.－

J. B
reu

er, a. a. O
.（

注
９
）, S. 334 ff.; Eberhard L

o
h
m
a
n
n, D

ie H
errschaft H

irschhorn. Studien zur H
errschaftsbildung eines 

Rittergeschlechts, (Q
uellen und Forschungen zur hessischen Geschichte 66), D

arm
stadt und M

arburg 1986. 

同
家
は
一
四
世

紀
中
頃
の
時
点
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
だ
け
で
な
く
、
国
王
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
、
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
ク
家
、

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
な
ど
か
ら
も
レ
ー
ン
を
受
領
し
て
い
た
。
同
家
の
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
に
対

す
る
奉
仕
に
つ
い
て
は
、E. L

o
h
m
a
n
n, a. a. O

. S. 142 ff., 170 f.

（
21
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum

（
注
20
）, S. 65 ff.

（
22
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum

（
注
20
）, S. 68 f.

（
23
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum

（
注
20
）, S. 69 ff.

（
24
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum

（
注
20
）, S. 64.

（
25
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum

（
注
20
）, S. 71 f. Sickingen
家
に
関
し
て
は
、H

arold H
. K
eh
rer, D

ie Fam
ilie von Sickingen und die 

deutschen Fürsten 1262－
1523, in: ZGO

 127 (1979), S. 71－
158, 129 (1981), S. 82－

188 

を
、
特
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
へ
の
奉
仕
に
つ
い

て
は
、ZGO

 129, S. 85 ff. 

を
参
照
。

（
26
）J. S
piegel 

（
注
31
）, K

anzlei, T
. 1, S. 335 ff. M

arschall

に
つ
い
て
は
、V

. P
ress, Calvinism

us 

（
注
18
）, S. 31 ff. 

も
参
照
。

（
27
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 73 f. 

（
28
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 74 f. 

現
在
の
ラ
イ
ン
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
主
な
所
領
を
持
っ
て
い
た
こ
のZeiskam

家
に
つ
い
て



中世後期ドイツにおけるライン宮中伯の領邦支配とヘゲモニー（２）

北法64（4・39）1255

は
、K

urt A
n
d
erm

a
n
n, Studien zur Geschichte des pfälzischen N

iederadels im
 späten M

ittelalter. Eine vergleichende 
U
ntersuchung an ausgew

ählten Beispielen, (Schriftenreihe der Bezirksgruppe N
eustadt im

 H
istorischen V

erein der Pfalz 
10), Speyer 1982, S. 129 ff. 

こ
の
家
系
も
プ
フ
ァ
ル
ツ
以
外
に
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
や
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
修
道
院
な
ど
か
ら
も
レ
ー
ン
を

得
て
お
り
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
に
奉
仕
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
29
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, U

rkundenw
esen 

（
注
31
）, S. 412 ff.

（
30
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
に
お
け
る
書
記
局
の
発
達
に
つ
い
て
、
全
般
的
に
は
、Ernst S

ch
u
bert, Fürstliche H

errschaft und 
T
erritorium

 im
 späten M

ittelalter, (Enzyklopädie D
eutscher Geschichte, Bd. 35), M

ünchen 1996, S. 29 ff., 87; D
. W

illo
w
eit, 

Entw
icklung 

（
注
１
）, S. 106－

108. 

国
王
書
記
局
に
つ
い
て
は
、P. M

o
ra
w, V

erw
altung 

（
注
１
）, S. 38－

41. 

一
九
八
〇
年
代
初

め
の
時
点
で
の
、
中
世
後
期
の
ド
イ
ツ
諸
領
邦
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
書
記
局
の
概
観
及
び
比
較
と
し
て
、Gabriel S

ila
gi (H

g.), 
Landesherrliche K

anzleien im
 Spätm

ittelalter (M
ünchener Beiträge zur M

ediävistik und Renaissance-Forschung, Bd.35), 
2 T

eilbde., M
ünchen 1984. 

ま
た
、
中
世
後
期
の
書
記
局
に
関
す
る
証
書
学
的
研
究
が
直
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、Ivan H

la
v
a
cek, 

D
as Problem

 der M
asse: das Spätm

ittelalter, in: A
rchiv für D

iplom
atik, Schriftgeschichte, Siegel- und W

appenkunde 
52 (2006), S. 353－

370. 

中
世
中
期
・
後
期
の
国
王
書
記
局
お
よ
び
領
邦
書
記
局
に
関
す
る
近
時
の
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
、Beatrix 

E
t
t
elt-S

ch
ö
n
ew
a
ld, K

anzlei, Rat und Regierung H
erzog Ludw

igs des Reichen von Bayern－
Landshut (1450－

1479), 
2 T

bde., (Schriftenreihe zur bayerischen Landesgeschichte, Bd. 97/1, 2), M
ünchen 1996; T

hom
as E

rt
l, Studien zum

 
K
anzlei- und U

rkundenw
esen K

aiser H
einrichs V

I., (Ö
esterreichische A

kadem
ie der W

issenschaften, Philosophisch-
historische K

lasse, D
enkschriften, Bd. 303, Forschungen zur Geschichte des M

ittelalters, Bd. 4), W
ien 2002; Sebastian 

G
leix

n
er, Sprachrohr kaiserlichen W

illens. D
ie K

anzlei K
aiser Friedrichs II. (1226－

1236), (A
rchiv für D

iplom
atik, Beiheft 

11), K
öln u.a. 2006; Ch. L

a
ck
n
er, a. a. O

.（
注
１
）; Stefan E

ick, D
ie K

anzlei und das U
rkundenw

esen der Grafen von H
olstein

－
Schaum

burg zw
ischen 1189 und 1290. U

nter besonderer B
erücksichtigung m

aterieller, prosopographischer und 
verw

altungspraktischer A
spekte, (K

anzlei und V
erw

altung 1), K
iel 2008. 

日
本
語
文
献
と
し
て
、
一
二
世
紀
の
国
王
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
一
世
の
書
記
局
に
つ
い
て
、
西
川
洋
一
、
前
掲
、
八
九－

九
二
頁
。

（
31
）Siegfried H

o
fm
a
n
n, U

rkundenw
esen, K

anzlei und Regierungssystem
 der H

erzöge von Bayern und Pfalzgrafen bei Rhein 
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von 1180 bzw
. 1214 bis 1255 bzw

. 1294, (M
ünchener H

istorische Studien, A
bteilung Geschichtliche H

ilfsw
issenschaften, 

Bd. 3), K
allm

ünz 1967; A
lfons S

prin
k
a
rt, K

anzlei, Rat und U
rkundenw

esen der Pfalzgrafen bei Rhein und H
erzöge von 

Bayern 1294 bis 1314 (1317). Forschungen zum
 Regierungssystem

 Rudolfs I. und Ludw
igs IV

., (Forschungen zur K
aiser- 

und Papstgeschichte des M
ittelalters. Beiheft zu J. F. Böhm

er, Regesta Im
perii, Bd. 4), K

öln/W
ien 1986; Joachim

 S
piegel, 

U
rkundenw

esen, K
anzlei, Rat und Regierungssystem

 des Pfalzgrafen bei Rhein und H
erzogs von Bayern Ruprecht I. 

(1309－
1390), 2 T

eile, N
eustadt an der W

einstraße 1996; Peter M
o
ra
w, K

anzlei und K
anzleipersonal K

önig Ruprechts, 
in: A

rchiv für D
iplom

atik 15 (1969), S. 428－
531; Christoph Freiherr von B

ra
n
d
en
st
ein, U

rkundenw
esen und K

anzlei, Rat 
und Regierungssystem

 des Pfälzer K
urfürsten Ludw

ig III. (1410－
1436), (V

eröffentlichungen des M
ax－

Planck－
Instituts 

für Geschichte, Bd. 71), Göttingen 1983. 

た
だ
し
、
こ
の
う
ち
モ
ー
ラ
フ
の
論
文
は
他
の
文
献
と
は
問
題
関
心
と
方
法
を
異
に
す
る
。
そ

こ
で
は
、
証
書
学
的
関
心
よ
り
も
、
政
治
史
的
・
国
制
史
的
・
社
会
史
的
関
心
が
前
面
に
出
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
ま
た
史
料
状
況
に
も
制

約
さ
れ
て
、
文
書
筆
跡
の
比
較
検
討
な
ど
は
試
み
ら
れ
ず
、
書
記
局
の
変
化
・
発
展
と
人
的
構
成
が
主
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ル
ー
プ

レ
ヒ
ト
三
世
が
王
位
に
就
い
た
と
い
う
特
殊
事
情
を
反
映
し
て
、
一
方
で
国
王
即
位
前
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
書
記
局
お
よ
び
前
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ

ル
の
書
記
局
と
の
関
係
、
他
方
で
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
死
後
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
書
記
局
お
よ
び
後
任
の
国
王
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
書
記
局
と
の
関
係
が

考
察
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
研
究
の
概
観
と
し
て
、H

ans R
a
ll, U

rkundenw
esen, K

anzlei und Rat der 
W

ittelsbacher Pfalzgrafen bei Rhein und H
erzoge von Bayern (1180/1214－

1436/1438), in: W
aldem

ar S
ch
lö
gl und Peter 

H
erd

e (H
g.), Grundw

issenschaften und Geschichte. Festschrift für Peter A
ch
t, (M

ünchener H
istorische Studien, A

bteilung 
Geschichtliche H

ilfsw
issenschaften, Bd. 15), K

allm
ünz 1976, S. 274－

294, 

一
九
八
〇
年
代
初
め
ま
で
の
研
究
の
概
観
と
し
て
、H

ans 
R
a
ll, D

ie K
anzlei der W

ittelsbacher im
 Spätm

ittelalter, in: Gabriel S
ila
gi (H

g.), a. a. O
.（

注
30
）, T

eilbd. 1, S. 109－
126. 

そ
の

他
、
概
説
と
し
て
、M

. S
ch
a
a
b, Festigung 

（
注
５
）, S. 190 ; D

ers., Geschichte 

（
注
５
）, S. 118, 207. 

ま
た
近
世
に
お
け
る
展
開
も
含
め

てV
. P
ress, Calvinism

us 

（
注
18
）, S. 58ff. 

も
参
照
。
中
世
末
期
プ
フ
ァ
ル
ツ
書
記
局
の
ド
イ
ツ
語
に
つ
い
て
は
、A

lbin H
eid
elberger, 

Zur Geschichte der kurpfälzischen K
anzleisprache in H

eidelberg am
 Ende des M

ittelaltrs, in: ZGO
 124 (1976), S. 177－

252.

（
32
）S. H

o
fm
a
n
n, a. a. O

.（
注
31
）, S. 29.

（
33
）S. H

o
fm
a
n
n, a. a. O

.（
注
31
）, S. 29 ff.
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（
34
）S. H

o
fm
a
n
n, a. a. O

.（
注
31
）, S. 63 ff.

（
35
）S. H

o
fm
a
n
n, a. a. O

.（
注
31
）, S. 91 f.

（
36
）A

. S
prin

k
a
rt, a. a. O

.（
注
31
）, S. 118 f., 231 ff.

（
37
）
ま
たV

. P
ress, Calvinism

us

（
注
18
）, S. 28 ff. 

も
参
照
。

（
38
）P. M

o
ra
w, K

anzlei（
注
31
）, S. 457 ff.

（
39
）P. M

o
ra
w, K

anzlei（
注
31
）, S. 464 ff.

（
40
）P. M

o
ra
w, K

anzlei（
注
31
）, S. 468 f.

（
41
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 362 ff.

（
42
）
以
上
、V

. P
ress, Calvinism

us 

（
注
18
）, S. 28 f.; H

enry J. C
o
h
n, T

he Governm
ent of the Rhine Palatinate in the Fifteenth 

Century, O
xford 1965, S. 221 f. M

atthias Ram
ung

に
つ
い
て
は
、
ま
た
、M

axim
ilian B

u
ch
n
er, D

ie innere w
eltliche 

Regierung des Speierer Bischofs M
athias Ram

ung (1464－
1478). Ein Beitrag zur deutschen T

erritorialgeschichte, (D
iss. 

phil., M
ünchen), Speier 1907, (M

H
V
P 29/30 (1907), S. 108－

155 

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
）; D

ers., D
ie Stellung des Speierer 

Bischofs M
athias Ram

ung zur Reichsstadt Speier, zu K
urfürst Friedrich I. von der Pfalz und zu K

aiser Friedrich III. 
Ein Beitrag zur Geschichte des ausgehenden M

ittelalters, in: ZGO
 63 (1909), S. 29－

82, 259－
301; D

ers., D
ie Stellung 

des kurpfälzischen K
anzlers und Speierer Bischofs M

athias Ram
ung (†1478) zum

 geistigen Leben seiner Zeit, in: N
eue 

H
eidelberger Jahrbücher 16 (1910), S. 81－

94; Franz H
a
ffn

er, D
ie kirchlichen Reform

bem
ühungen des Speyerer Bischofs 

M
atthias von Ram

m
ung in vortridentinischer Zeit (1464－

1478), Speyer 1961; O
tto B

ö
ch
er, D

er Speyerer Bischof M
atthias 

(1464－
1478) und die H

erren von Ram
m
ingen, in: Blätter für pfälzische K

irchengeschichte und religiöse V
olkskunde 46 

(1979), S. 49－
62 

も
参
照
。
近
年
の
研
究
と
し
て
、Ellen W

idd

er, K

onkubinen und Bastarde. Günstlinge oder A
ußenseiter an 

H
öfen des Spätm

ittelalters?, in: J. H
irsch

biegel und W
. P
a
ra
v
icin

i (H
g.), D

er Fall 

（
注
１
） S. 417－

480, S. 443 ff.

（
43
）J. S
piegel, a. a. O

.（
注
31
）, T

. 1, S. 119 ff. 

ま
た
、J. K

o
lb, H

eidelberg 
（
注
11
）, S. 162 ff. 

も
参
照
。

（
44
）
ニ
コ
ラ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 120 ff. 
ま
た
、A

lois G
erlich, N

ikolaus von W
iesbaden－

Ein 
W

idersacher des H
auses N

assau in K
irche und Reich am

 A
usgang des 14. Jahrhunderts, in: N

assauische A
nnalen 71 (1960), 
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S. 13－
25 

も
参
照
。

（
45
）P. M

o
ra
w, K

anzlei 

（
注
31
）, S. 469 ff. 

な
お
、
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
書
記
局
に
つ
い
て
はM

. S
ch
a
a
b, Geschichte 

（
注
５
）, S. 138

も
参
照
。

（
46
）Job
と
彼
の
一
族
に
つ
い
て
は
、H

erm
ann H

eimp
el, D

ie V
ener von Gm

ünd und Straßburg 1162-1447, 3 Bde., Göttingen 
1982. 

ま
た
、拙
稿
「
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
学
識
法
曹
と
政
治
・
外
交
活
動
」
長
谷
川
晃
編
著
『
法
の
ク
レ
オ
ー
ル
序
説　

異
法
融
合
の
秩
序
学
』

（
二
〇
一
二
年　

北
海
道
大
学
出
版
会
）
一
一
七－

一
四
一
頁
、
一
二
七
頁
以
下
も
参
照
。

（
47
）Johannes K

irchen

と
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
国
王
宮
廷
に
お
け
る
彼
の
活
動
に
つ
い
て
は
、Friedrich 

B
a
t
t
en
berg, Gerichtsschreiberam

t und K
anzlei am

 Reichshofgericht 1235－
1451 (Q

uellen und Forschungen zur höchsten 
Gerichtsbarkeit im

 A
lten Reich, Bd. 2), K

öln－
W

ien 1974, S. 130－
148 

を
参
照
。

（
48
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 127 ff.

（
49
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 152 ff.

（
50
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 211.

（
51
）P. M

o
ra
w, K

anzlei 

（
注
31
）, S. 511 ff.

（
52
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 132 ff.

（
53
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 162 ff.

（
54
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 165 ff.

（
55
）Ch. Frhr. von B
ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 17 ff., 82 f.

（
56
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 95 f.

（
57
）Ch. Frhr, v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 29 ff.

（
58
）J. S
piegel, a. a. O

.（
注
31
）, T

. 1, S. 8 f.

（
59
）Ch. Frhr, v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 27 f.

（
60
）A

. S
prin

k
a
rt, a. a. O

.（
注
31
）, S. 292 ff.

（
61
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 22 ff. 

な
お
、
ド
イ
ツ
の
国
王
は
、
一
三
世
紀
後
半
の
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
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ク
以
後
、Sekretsiegel

を
使
い
始
め
た
。
国
王
のSekretsiegel

に
つ
い
て
は
、M

ichaela K
rissl, Sekretsiegel, Siegelkarenz und 

N
euausfertigung von U

rkunden K
önig A

lbrechts I., in M
IÖ

G 98 (1990), S. 119－
130. 

国
王
の
も
と
で
も
、Sekretsiegel

は
大
型

の
大
権
印
章M

ajestätssiegel

に
比
べ
て
意
味
の
軽
い
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

（
62
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 49.

（
63
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 121 ff.

（
64
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 106 ff.

（
65
）Ch. Frhr. von B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 88 ff.

（
66
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 198 ff., J. K
o
lb, H

eidelberg 

（
注
11
）, S. 188 ff.

（
67
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 200 ff.

（
68
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 108 ff. 

ま
た
、J. K

o
lb, H

eidelberg 

（
注
11
）, S. 176 ff.

（
69
）H

. R
a
ll, K

anzlei 

（
注
31
）, S. 116.

（
70
）J. K

o
lb, H

eidelberg 

（
注
11
）, S. 183 ff.

（
71
）J. K

o
lb, H

eidelberg 

（
注
11
）, S. 183, K

opialbuch

冒
頭
に
は
作
成
の
経
緯
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る„... do hiez und gebot 

der aller durchluchtigste furste und herre, her Ruprecht der Elter, von Gottes gnaden pfalzgrafe zu Ryne, dez heiligen 
Rom

ischen Rychs oberster truchsezze und hertzoge zu Beyern, m
ir Cunrad von A

schaffenborg, zu der zit landschreiber, 
daz ich im

e alle sine briefe und hantvesten, die to ew
ige w

eren und die er zu der zit hatte oder furbaz gew
innen m

ochte 
von kunigen oder von keysern oder von andern herren, rittern oder knechten und von w

em
e er sie anders hette, alle 

an eyn buch schriben liesze und schufe[?] geschriben w
erden, dorum

be und uff daz nit yederm
an zu allen ziten dorfte 

uber sine briefe und hantvesten gen und sie zur w
erfen, w

an er gerne sehe, w
uste oder horte, w

ie sine briefe sprechen 
und stunden, die er hette, als sie ouch hernach in disem

 buche von w
orte zu w

orte und nach den besigelten briefen w
ol 

uberlesen beschriben stent. Zu dem
 ersten keyser Ludow

iges briefe. D
ar nach keyser K

arls briefe und dar nach ander 
herren briefe und ouch hantvesten.“ (J. K

o
lb, ebenda 

か
ら
引
用)
。
年
代
の
古
い
文
書
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
一
一
八
九
年
の
バ
ッ
ハ

ラ
ッ
ハBacharach

の
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
譲
渡
と
シ
ュ
タ
ー
レ
ッ
クStahleck

城
の
授
封
に
関
す
る
文
書
、
お
よ
び
一
二
八
七
年
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
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ル
ク
の
城
と
都
市
の
授
封
に
関
す
る
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
の
中
核
拠
点
に
か
か
わ
る
文
書
で
あ
る
。

（
72
）J. K

o
lb, H

eidelberg 

（
注
11
）, S. 186. K

opialbuch

冒
頭
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。”H

er nach und uff dirre neben 
siten vahend an gezeichent die briefe, die nit ew

ik ensint und die w
ir, hertzog Rupr[echt] der Elter, versigelt inne haben 

von allen den, alz sie an dirre neben siten und an den andern bletern getzeichent sint, und dar nach furbas in disem
 

selben bueche von w
orte zu w

orte eygentlichen geschriben stend.”

（J. K
o
lb, ebenda

か
ら
引
用
。）

（
73
）
同
様
のK

opialbuch

と
し
て
、
少
し
時
代
的
に
先
行
す
る
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
の
い
わ
ゆ
るBalduineen

が
著
名
で
あ
る
。

一
四
世
紀
の
有
能
な
領
邦
君
主
に
特
徴
的
な
統
治
手
法
と
言
え
よ
う
。Johannes M

ö
t
sch (Bearb.), Balduineen. A

ufbau, Entstehung 
und Inhalt der U

rkundensam
m
lung des Erzbischofs Balduin von T

rier, (V
eröffentlichungen der Landesarchivverw

altung 
Rheinland-Pfalz, Bd.33), K

oblenz 1980.

（
74
）P. M

o
ra
w, K

anzlei 

（
注
31
）, S. 438, 440. 

ま
たGerhard S

eeliger, D
ie Registerführung am

 deutschen K
önigshof bis 1493, in: 

M
IÖ

G, Ergänzungsbd. 3 (1890-1894), S. 223－
364, S. 245 ff. 

も
参
照
。

（
75
）P. M

o
ra
w, K

anzlei 

（
注
31
）, S. 452 f. 

な
お
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
書
記
局
で
は
、
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
代
に
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

K
anzleiverm

erk

が
現
れ
る
が
、
こ
れ
は
国
王
書
記
局
の
伝
統
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
王
位
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
を
離
れ
る
と
ま
た
用
い
ら
れ
な

く
な
る
。P. M

o
ra
w, K

anzlei 

（
注
31
）, S. 450 f.

（
76
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 93 ff.

（
77
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 102 ff.

（
78
）Ch. Frhr. v. B
ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 96.

（
79
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 106 ff.

（
80
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 176 ff.

（
81
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 122, 185.

（
82
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 184 ff.

（
83
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 112 ff.

（
84
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 66 ff.
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（
85
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 120 f.

（
86
）
後
述
の
よ
う
に
、
一
四
六
〇
年
代
以
降
、
書
記
局
は
独
自
の
建
物
を
得
て
、
空
間
的
に
は
宮
中
伯
の
城
か
ら
分
離
す
る
。

（
87
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
顧
問
の
発
達
に
つ
い
て
、
全
般
的
に
は
、E. S

ch
u
bert, a. a. O

. 

（
注
30
）, S. 27 ff.; D

. W
illo

w
eit, 

Entw
icklung 

（
注
１
）, S. 109－

112. 

国
王
宮
廷
に
つ
い
て
は
、P. M
o
ra
w, V

erw
altung 

（
注
１
）, S. 36－

38.

（
88
）
注
31
の
文
献
を
参
照
。

（
89
）S. H

o
fm
a
n
n, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 116 ff.

（
90
）A

. S
prin

k
a
rt, a. a. O

. 

（
注
31
）, S. 120 ff.

（
91
）J. S

piegel, a. a. O
. 

（
注
31
）, T

. 1, S. 213 ff. 

ま
た
、H

. J. C
o
h
n, Governm

ent 

（
注
42
）, S. 215 ff.; V

. P
ress, Calvinism

us 

（
注
18
）, S. 

34 ff.; J. K
o
lb, H

eidelberg 
（
注
11
）, S. 128 ff. 

も
参
照
。

（
92
）
こ
の
う
ち
、
以
下
の
行
論
で
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
、
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
エ
、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ン
、
ナ
ッ

サ
ウ
、エ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
各
家
門
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
、さ
し
あ
た
り
、Kurt A

n
d
erm

a
n
n, A

rt. Eberstein, in: W
. P
a
ra
v
icin

i (H
g.), 

Grafen 

（
注
10
）, T

bd. 1, S. 347－
353; D

ers., A
rt. H

ohenlohe, in: Ebenda, S. 603－
621; Jens F

ried
h
o
ff, A

rt. K
atzenelnbogen, 

in: Ebenda, S. 735－
757; Brigitte S

t
reich und Christian O

t
t
ersba

ch, A
rt. N

assau, in: W
. P
a
ra
v
icin

i (H
g.), Grafen 

（
注
10
）, 

T
bd. 2, S. 1017－

1039; Im
m
o E

berl, A
rt. O

ettingen, in: Ebenda, S. 1074－
1085; 

（
93
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 224 ff.
こ
の
う
ちStein

に
関
し
て
は
、H

.－
J. B

reu
er, a. a. O

.（
注
９
）, S. 352 ff. K

aem
m
erer 

von W
orm

s gen. D
alberg 

に
関
し
て
は
、Ebenda, S. 380 ff.

（
94
）A

lois G
erlich, Seelenheil und T

erritorium
. T

estam
entsrecht von Fürsten und Grafen im

 Spätm
ittelalter, in : A

ndreas 
K
ra
u
s (H

g.), Land und Reich, Stam
m
 und N

ation. Problem
e und Perspektiven bayerischer Geschichte, Festgabe für 

M
ax S

pin
d
ler zum

 90. Geburtstag, Bd. 1 : Forschungsberichte, A
ntike und M

ittelalter, (Schriftenreihe zur bayerischen 
Landesgeschichte, Bd. 78), M

ünchen 1984, S. 395

－411

（D
ers., T

erritorium
, Reich und K

irche. A
usgew

ählte Beiträge zur 
m
ittelrheinischen Landesgeschichte, W

iesbaden 2005, S. 476

－494 
に
も
収
録
） S. 410.

（
95
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 86 f. 

ま
た
、
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
顧
問
に
つ
い
て
はM

. S
ch
a
a
b, Geschichte 

（
注
５
）, S. 138

も
参
照
。
な
お
、
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
宮
廷
に
お
け
る
グ
ラ
ー
フ
お
よ
び
フ
ラ
イ
ヘ
ル
に
関
し
て
は
、Jochen S

a
n
d
er, D

er A
del am
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H
of K

önig Ruprechts (1400－
1410), in: Jahrbuch für w

estdeutsche Landesgeschichte 11 (1985), S. 97－
119 

も
参
照
。

（
96
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 87 ff.

（
97
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 89 ff.

（
98
）
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
伯
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、Ingo T

o
u
ssa
in
t, A

rt. Leiningen, in: W
. P
a
ra
v
icin

i (H
g.), Grafen 

（
注
10
）, T

bd. 1, 
S. 807－

814
を
参
照
。

（
99
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 93 ff.

（
100
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 95, A

nm
. 46.

（
101
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 95 ff.

（
102
）
以
下
の
ま
と
め
に
つ
い
て
、P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 98 ff.

（
103
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 （

注
20
）, S. 103 f. 

ロ
イ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
家
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、Joachim

 S
ch
n
eid
er, A

rt. Leuchtenberg, 
in: W

. P
a
ra
v
icin

i (H
g.), D

ynastien 
（
注
１
）, S. 828－

832 

を
参
照
。

（
104
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 107.

（
105
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 109.

（
106
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 110.

（
107
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 111 f.

（
108
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 112 ff.

（
109
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 118 ff.

（
110
）P. M

o
ra
w, Beam

tentum
 

（
注
20
）, S. 122 ff. 

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
宮
廷
に
お
け
る
学
識
法
曹
に
つ
い
て
は
、Peter M

o
ra
w, 

Gelehrte Juristen im
 D

ienst der deutschen K
önige des späten M

ittelalters (1273－
1493), in: Rom

an S
ch
n
u
r (H

g.), D
ie Rolle 

der Juristen bei der Entstehung des m
odernen Staates, Berlin 1986, S. 77－

147; Paul－
Joachim

 H
ein
ig, Gelehrte Juristen 

im
 D

ienst der röm
isch－

deutschen K
önige des 15. Jahrhunderts, in: H

artm
ut B

o
o
ck
m
a
n
n (H

g.), Recht und V
erfassung im

 
Ü
bergang vom

 M
ittelalter zur N

euzeit, I. T
eil, Göttingen 1998, S. 167－

184. 

ま
た
拙
稿
「
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
学
識
法
曹
」『
北
大

法
学
論
集
』
五
八
巻
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
八
五－

三
〇
五
頁
、
二
九
五
頁
以
下
も
参
照
。
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（
111
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 213 ff.

（
112
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 243 ff. 

な
おFlörsheim

家
に
つ
い
て
は
、H

.－
J. B

reu
er, a. a. O

.（
注
９
）, S. 365 ff.

（
113
）M

einrad S
ch
a
a
b (H

g.), Rüdiger L
en
z (Bearb.), A

usgew
ählte U

rkunden zur T
erritorialgeschichte der K

urpfalz 1156－
1505, (V

eröffentlichungen der K
om

m
ission für geschichtliche Landeskunde in Baden-W

ürttem
berg, Reihe A

: Q
uellen, Bd. 

41), Stuttgart 1998, N
r. 111, S. 220.

（
114
）M

. S
ch
a
a
b－

R. L
en
z, a. a. O

.（
注
113
）, N

r. 112, S. 229.

（
115
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 351 ff.

（
116
）M

. S
ch
a
a
b－

R. L
en
z, a. a. O

.（
注
113
）, N

r. 111, S. 220, N
r. 112, S. 229.

（
117
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 403 ff., 418 ff.; F. B

a
t
t
en
berg, a. a. O

.（
注
47
）, S. 130－

148. 

（
118
）Ingrid H

eike R
in
g
e
l, Studien zum

 Personal der K
anzlei des M

ainzer E
rzbischofs D

ietrich von E
rbach (1434－

1459), (Q
uellen und A

bhandlungen zur m
ittelrheinischen K

irchengeschichte, Bd. 34), M
ainz 1980, S. 81 ff., Ch. Frhr. v. 

B
ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 362 ff.

（
119
）
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
伯
・
フ
ラ
イ
ヘ
ル
・
下
級
貴
族
家
門
の
一
覧
と
し
て
、Barbara H

a
mm

es, 

Ritterlicher Fürst und Ritterschaft. K
onkurrierende V

ergegenw
ärtigung ritterlich-höfischer T

radition im
 U

m
kreis 

südw
estdeutscher Fürstenhöfe 1350－

1450 (V
eröffentlichungen der K

om
m

ission für geschichtliche Landeskunde in 
Baden-W

ürttem
berg, Reihe B Forschungen, Bd.185), Stuttgart 2011, S. 182－

199 

も
参
照
。
中
世
・
近
世
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ヒ

ガ
ウ
と
い
う
枠
組
み
と
そ
の
認
識
に
つ
い
て
は
、K

laus G
ra
f, D

er K
raichgau. Bem

erkungen zur historischen Identität einer 
Region, in: Stefan R

h
e
in (H

g.), D
ie K

raichgauer Ritterchaft in der frühen N
euzeit (M

elanchthon-Schriften der Stadt 
Bretten, Bd.3), Sigm

aringen 1993, S. 9－
46 

を
参
照
。

（
120
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
支
配
に
お
け
る
裁
判
権
の
意
義
、
お
よ
び
特
に
中
央
に
お
け
る
裁
判
所
の
発
達
に
つ
い
て
、
全
般
的
に
は
、

E. S
ch
u
bert, a. a. O

.（
注
30
）, S. 67 ff.; D

. W
illo

w
eit, Entw

icklung 
（
注
１
）, S. 114 ff. 

国
王
宮
廷
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、P. 

M
o
ra
w, V

erw
altung 

（
注
１
）, S. 46 ff.; Friedrich B

a
t
t
en
berg, D

ie königliche H
ofrichter vom

 13. bis 15. Jahrhundert. Eine 
U
ntersuchung zur sozialen und funktionalen Einbindung der H

ofgerichtsbarkeit in den K
önigshof, in: P. M

o
ra
w (H

g.), a. 



論　　　説

北法64（4・48）1264

a. O
.（

注
１
）, S. 239－

290 

お
よ
び
拙
稿
「
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
王
裁
判
所
─
─
最
近
の
研
究
に
よ
る
そ
の
再
評
価
に
つ
い
て
、
─
─
」『
北

大
法
学
論
集
』
四
四
巻
四
号
（
一
九
九
三
年
）
一
三
五－

一
五
七
頁
を
参
照
。
他
の
領
邦
に
つ
い
て
の
個
別
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
、H

einer 
L
ü
ck D

ie kursächsische Gerichtsverfassung 1423

－1550, (Forschungen zur deutschen Rechtsgeschichte, Bd. 17), K
öln u. a. 

1997, S. 91

－155. 

ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ー
ン
家
領
邦
で
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
上
級
宮
廷
裁
判
所
が
再
組
織
さ
れ
た
の
は
一
四
八
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
121
）
以
下
に
述
べ
る
宮
中
伯
の
も
と
で
の
宮
廷
裁
判
所
の
成
立
に
つ
い
て
は
、H

. J. C
o
h
n, Governm

ent 

（
注
42
）, S. 202 ff.; M

. S
ch
a
a
b, 

Geschichte 
（
注
５
）, S. 192 f.; V

. P
ress, Calvinism

us 

（
注
18
）, S. 78 ff. 

な
お
、K

laus B
en
d
er, D

ie H
ofgerichtsordnung K

urfürst 
Philipps (1476－

1508) für die Pfalzgrafschaft bei Rhein, (D
iss. jur. M

ainz, 1967) 

も
参
照
。

（
122
）J. S

piegel, a. a. O
.（

注
31
）, T

. 1, S. 523 ff.

（
123
）Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 344 ff. 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
が
仲
裁
判
決
を
不
服
と
し
て
、
国
王
に
上
訴
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
知
ら
れ
る
が
、そ
の
際
に
も
学
識
法
曹
が
関
与
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。Ch. Frhr. v. B

ra
n
d
en
st
ein, a. a. O

.（
注
31
）, S. 349. 

ま
た
、

学
識
法
曹
の
異
端
訴
訟
へ
の
関
与
と
し
て
、Ebenda, S. 349 ff.

（
124
）D

orothee M
u
ssgn

u
g, K

urpfalz, in: Lothar S
ch
illin

g und Gernard S
ch
u
ck (H

g.), W
ittelsbachische T

erritorien (K
urpfalz, 

Bayern, Pfalz－
N
euburg, Pfalz－

Sulzbach, Jülich－
Berg, Pfalz－

Zw
eibrücken), (Repertorium

 der Policeyordnungen der 
frühen N

euzeit, Bd. 3, 1), (Ius Com
m
une Sonderhefte 116, 1), Frankfurt a. M

. 1999,  S. 51, N
r. 43. 

規
則
の
テ
ク
ス
ト
、
お
よ
び

修
正
・
追
加
な
ど
の
関
連
史
料
は
、K

. B
en
d
er, a. a. O

.（
注
121
）, S. 67－

108.

（
125
）H

. J. C
o
h
n, Governm

ent

（
注
42
）, S. 205.

（
126
）
こ
の
分
野
に
関
し
て
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
一
般
に
つ
い
て
は
、E. S

ch
u
bert, a. a. O

.（
注
30
）, S. 33 ff. 

ま
た
、M

ark M
ersio

w
sk
y, 

Finanzverw
altung und Finanzkontrolle am

 spätm
ittelalterlichen H

ofe, in: G. F
o
u
q
u
et u. a. (H

g.), a. a. O
.（

注
１
）, S. 171 -190 

と
そ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
文
献
も
参
照
。
近
世
も
含
め
た
概
観
と
し
て
、V

olker P
ress, Finanzielle Grundlagen territorialer V

erw
altung 

um
 1500, in: Gerhard D

ilch
er (H

g.), D
ie V

erw
altung und ihre Ressourcen. U

ntersuchungen zu ihrer W
echselw

irkung, (D
er 

Staat, Beiheft, H
. 9), Berlin 1991, S. 1－

29. 

近
年
の
個
別
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
、H

einrich D
o
rm
eier, V

erw
altung und 

Rechnungsw
esen im

 spätm
ittelalterlichen Fürstentum

 Braunschw
eig－

Lüneburg, (V
eröffentlichungen der historischen 

K
om

m
ission für N

iedersachsen und B
rem

en, 37, Q
uellen und U

ntersuchungen zur G
eschichte N

iedersachsens im
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北法64（4・49）1265

M
ittelalter, Bd. 18), H

annover 1994; Christian L
a
ck
n
er, Ein Rechnungsbuch H

erzog A
lbrechts III. von Ö

sterreich. Edition 
und T

extanalyse, (Studien und Forschungen aus dem
 N

iederösterreichischen Institut für Landeskunde, Bd. 23), W
ien 

1996; U
w
e S

ch
irm

er, K
ursächsische Staatsfinanzen (1456－

1656). Strukturen－
V
erfassung－

Funktionseliten, Stuttgart 
2006. 

北
西
部
の
領
邦
間
の
比
較
研
究
と
し
て
、M

ark M
ersio

w
sk
y, D

ie A
nfänge territorialer Rechnungslegung im

 deutschen 
N
ordw

esten. Spätm
ittelalterliche Rechnungen, V

erw
altungspraxis, H

of und T
erritorium

, (Residenzenforschung, Bd. 9), 
Stuttgart 2000. 

ま
た
、D

ers., Rechnungen, in: W
erner P

a
ra
v
icin

i (H
g.), H

öfe und Residenzen im
 spätm

ittelalterlichen Reich. 
H
of und Schrift. (Residenzenforschung, Bd. 15. 3), O

stfildern 2007, S. 531－
551.

（
127
）M

. M
ersio

w
sk
y, Finanzverw

altung 

（
注
126
）, S. 177 f. 

な
お
、
北
西
部
で
も
ラ
イ
ン
右
岸
の
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
で
は
、
同
様
の
役

職
は
一
四
五
〇
年
以
前
に
は
現
れ
な
い
。Ebenda, S. 178. 

テ
ィ
ロ
ー
ル
の
領
邦
財
政
史
に
つ
い
て
は
、
若
曽
根
健
治
「
領
邦
テ
ィ
ロ
ー
ル
農

村
部
に
お
け
る
租
税
制
度
」『
法
制
史
研
究
』
二
五
号
（
一
九
七
六
年
）
八
九－

一
三
三
頁
、
同
「
領
邦
テ
ィ
ロ
ー
ル
都
市
部
に
お
け
る
租
税
制

度
」『
社
会
経
済
史
学
』
四
二
巻
一
号
（
一
九
七
六
年
）
一－

二
五
頁
も
参
照
。
東
部
の
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ー
ン
家
領
邦
に
お
け
る
財
務
行
政
が
、
と

り
わ
け
一
五
世
紀
の
萌
芽
を
経
て
、
一
六
世
紀
に
な
っ
て
本
格
的
に
展
開
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
千
葉
徳
夫
「
中
世
後
期
─
近
世
初
期
に
お

け
る
領
邦
の
財
政
と
領
邦
等
族
」『
法
律
論
叢
』
五
七
巻
六
号
（
一
九
八
五
年
）
一
二
五－

一
七
一
頁
を
参
照
。

（
128
）H

. J. C
o
h
n, Governm

ent 

（
注
42
）, S. 230 ff.; M

. S
ch
a
a
b, Geschichte 

（
注
５
）, S. 207; V

. P
ress, Calvinism

us 

（
注
18
）, S. 97 ff.; J. 

K
o
lb, H

eidelberg 

（
注
11
）, S. 148.


